


エッセイ　世界へ◉世界から

聖なる山から来た娘
小
こばやし

林 尚
なおゆき

礼

の
チ
ベ
ッ
ト
人
の
娘
は
、
二
〇
〇
八

年
三
月
、
成
田
空
港
へ
降
り
た
っ
た
。

日
に
焼
け
た
顔
と
し
な
や
か
な
体
の

周
り
に
は
、
山
の
風
が
吹
い
て
い
る
よ
う
だ
っ

た
。
彼
女
は
、
東
チ
ベ
ッ
ト
の
聖
山
カ
ワ
カ
ブ

（
梅
里
雪
山
）
か
ら
や
っ
て
来
た
。
山
麓
の
村

に
暮
ら
す
彼
女
の
父
と
わ
た
し
は
一
〇
年
来
の

友
人
で
、
そ
こ
に
応
援
者
が
あ
ら
わ
れ
て
彼
女

の
留
学
が
実
現
し
た
の
だ
。
ア
ジ
ア
の
若
者
の

日
本
留
学
に
は
、
多
く
の
面
倒
な
手
続
き
が
要

求
さ
れ
る
。
さ
ら
に
来
日
直
前
、
チ
ベ
ッ
ト
自

治
区
の
ラ
サ
で
騒
乱
が
起
こ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
人

の
移
動
が
制
限
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ

ら
を
す
べ
て
乗
り
こ
え
て
彼
女
は
や
っ
て
来
た
。

　

カ
ワ
カ
ブ
と
わ
た
し
の
か
か
わ
り
は
、
一
九

年
前
に
起
こ
っ
た
日
中
合
同
登
山
隊
の
遭
難
に

始
ま
る
。
一
九
九
八
年
か
ら
は
、
友
人
を
含
む

一
七
人
の
遺
体
捜
索
の
た
め
、
山
麓
の
村
へ
通

い
始
め
た
。
そ
の
過
程
で
チ
ベ
ッ
ト
人
が
カ
ワ

カ
ブ
を
神
の
山
と
し
て
信
仰
し
て
い
る
こ
と
を

知
り
、
聖
山
と
は
生
命
の
源
で
は
な
い
か
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た
。
聖
山
に
登
ろ
う
と
し
た
山

岳
会
の
一
員
で
あ
る
わ
た
し
に
、
村
人
の
誰
も

が
快
く
接
す
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
ん
な

な
か
で
わ
た
し
た
ち
の
活
動
を
理
解
し
、
協
力

し
て
く
れ
た
の
が
村
長
で
も
あ
る
彼
女
の
父
親

だ
っ
た
。

　

中
国
の
奥
地
か
ら
い
き
な
り
東
京
へ
来
た
彼

女
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
直
面
し
た
。
言
葉

や
食
べ
物
、
そ
し
て
何
よ
り
も
都
会
の
人
間
関

係
に
次
第
に
疲
れ
て
い
っ
た
。
泣
い
て
過
ご
す

夜
も
少
な
く
な
か
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
音
を

あ
げ
な
か
っ
た
。
い
つ
し
か
刺
身
は
好
き
に
な

り
、
馴
染
め
な
い
こ
と
に
も
折
り
あ
い
を
つ
け

て
い
っ
た
。
チ
ベ
ッ
ト
人
、
特
に
カ
ム
パ
と
よ

ば
れ
る
東
チ
ベ
ッ
ト
の
人
び
と
は
、
む
か
し
か

ら
巡
礼
や
交
易
の
た
め
に
広
く
移
動
し
て
い
た

の
で
、
異
な
る
環
境
へ
の
適
応
力
が
あ
る
よ
う

だ
。
二
年
間
で
彼
女
の
日
本
語
は
す
っ
か
り
上

達
し
た
。
チ
ベ
ッ
ト
語
に
は
多
く
の
方
言
が
あ

る
が
、
カ
ワ
カ
ブ
周
辺
の
言
葉
と
日
本
語
を
行

き
来
で
き
る
人
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い
だ
ろ
う
。

近
い
将
来
彼
女
の
協
力
を
え
て
、
カ
ワ
カ
ブ
の

神
話
の
翻
訳
や
、
村
の
老
人
へ
の
聞
き
と
り
調

査
を
し
た
い
と
密
か
に
考
え
て
い
る
。

　

二
年
間
の
留
学
予
定
だ
っ
た
が
、
一
年
た
つ

こ
ろ
に
彼
女
は
日
本
の
大
学
へ
行
き
た
い
と
言

い
始
め
た
。
簡
単
な
道
の
り
で
は
な
い
が
、
わ

た
し
た
ち
は
応
援
す
る
こ
と
に
し
た
。
二
〇
一

〇
年
の
二
月
、
彼
女
は
大
学
入
学
に
む
け
て
受

験
勉
強
を
し
て
い
る
。
桜
が
咲
く
こ
ろ
に
は
結

果
が
出
る
だ
ろ
う
。
夢
破
れ
て
故
郷
へ
帰
る
の

か
、
あ
と
四
年
日
本
の
大
学
で
勉
強
す
る
の
か

ま
だ
わ
か
ら
な
い
。
で
き
る
限
り
の
こ
と
は

や
っ
た
の
で
、
ど
ち
ら
に
な
っ
て
も
結
果
を
受

け
い
れ
よ
う
。
四
月
に
は
、
カ
ワ
カ
ブ
と
わ
た

し
の
関
係
は
新
し
い
段
階
に
う
つ
る
。

1969年生まれ。チベットやヒマラヤで、人間の背後にある自然をテーマに撮影活動す
る。著書に『梅里雪山　十七人の友を探して』。『季刊民族学』最新号（131号）に聖山
カワカブ巡礼の記事を掲載。毎日新聞で写真「モンスーンの恵み」を連載中（隔週月曜）。
学生時は京都大学山岳部で日本中の山を登った。同大学院工学研究科衛生工学専攻修
了。ホームページ：http://www.k2.dion.ne.jp/~bako/
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み
ん
ぱ
く
の
日
本
の
文
化
展
示
に
は
、

運
搬
具
や
農
具
、
は
き
も
の
・
か
ぶ
り
も

の
な
ど
が
所
せ
ま
し
と
並
ん
で
い
る
。
な

文ぶ
ん
た
ろ
う

太
郎
さ
ん
と
私
財
を
投
じ
て
「
私
立
の

博
物
館
」
を
つ
く
る
こ
と
に
す
る
。
そ
れ

が
、
一
九
三
九
年
に
保ほ
う
や谷

村
（
現
、
西
東

京
市
）
に
で
き
た
民
族
学
博
物
館
で
、
こ

れ
こ
そ
が
み
ん
ぱ
く
の
「
祖
型
」
で
あ
る
。

　

渋
沢
さ
ん
は
、
こ
の
民
族
学
博
物
館
を

一
九
四
四
年
に
日
本
民
族
学
協
会
（
日
本

民
族
学
会
の
後
身
）
に
寄
贈
し
、
そ
の
後

こ
の
博
物
館
資
料
は
文
部
省
に
寄
付
さ
れ

た
。
六
四
年
あ
ら
た
に
発
足
し
た
日
本
民

族
学
会
は
国
立
民
族
学
研
究
博
物
館
の
設

置
運
動
を
す
す
め
、
六
五
年
に
日
本
学
術

会
議
は
そ
の
設
置
勧
告
を
総
理
大
臣
に
お

こ
な
っ
た
。
勧
告
の
九
年
後
、
大
阪
の
万

博
跡
地
に
み
ん
ぱ
く
が
創
設
さ
れ
、
二
万

八
千
点
の
ア
チ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
の

標
本
資
料
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
（
旧

文
部
省
史
料
館
）
か
ら
本
館
に
移
管
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

◉
み
ん
ぱ
く
の
こ
れ
か
ら

　

渋
沢
敬
三
さ
ん
の
ご
子
息
、
雅
英
さ
ん

は
み
ん
ぱ
く
を
訪
れ
た
際
に
、
梅
棹
忠
夫

初
代
館
長
か
ら
「
渋
沢
敬
三
先
生
の
遺
言

が
現
在
の
み
ん
ぱ
く
に
な
っ
た
」
と
い
わ

れ
た
と
い
う
。
梅
棹
さ
ん
は
、
自
分
自
身

を
「
み
ん
ぱ
く
創
設
ま
で
の
な
が
い
リ

レ
ー
の
な
か
の
中
間
走
者
の
一
人
」
と

語
っ
て
い
る
。

　

み
ん
ぱ
く
の
「
ご
先
祖
さ
ま
」
の
夢
と

創
設
者
の
理
念
を
こ
れ
か
ら
の
み
ん
ぱ
く

に
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
か
が
わ
れ

わ
れ
の
大
き
な
責
任
で
あ
る
。

館
に
は
感
激
し
た
と
い
う
。
生
活
用
具
を

民
家
ご
と
展
示
し
、
人
び
と
の
生
活
を
リ

ア
ル
に
表
現
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

帰
国
後
、
渋
沢
さ
ん
は
勤
務
の
か
た
わ

ら
日
本
各
地
へ
調
査
旅
行
に
出
か
け
、
同

時
に
共
同
研
究
を
組
織
し
て
多
く
の
民
俗

学
者
を
支
え
た
。
自
宅
車
庫
の
屋
根
裏

（
ア
チ
ッ
ク
）
は
博
物
館
（
ミ
ュ
ー
ゼ
ア

ム
）
に
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
三
四
年
の

日
本
民
族
学
会
の
設
立
に
か
か
わ
り
、
三

七
年
に
は
日
本
民
族
学
会
附
属
研
究
所
を

開
設
し
た
。
渋
沢
さ
ん
は
、
独
自
の
常
民

文
化
の
学
風
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
多

数
の
研
究
者
や
学
会
活
動
を
支
援
し
た
。

ま
さ
に
日
本
の
民
族
学
･
人
類
学
の
育
て

の
親
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

◉
民
族
学
博
物
館
の
建
設
へ

　

渋
沢
さ
ん
は
、「
日
本
に
民
族
学
博
物

館
ひ
と
つ
な
い
よ
う
で
は
話
に
な
ら
ん
、

こ
れ
は
国
立
で
つ
く
る
べ
き
だ
」
と
創
設

運
動
に
と
り
か
か
る
。
一
九
三
六
年
、

白し
ら
と
り鳥
庫く
ら
き
ち吉
さ
ん
ら
学
会

幹
部
と
皇
紀
二
千
六
百

年
記
念
事
業
と
し
て

「
日
本
民
族
博
物
館
設

立
建
議
案
」
を
文
部
大

臣
に
提
示
し
た
。
し
か

し
、
日
中
戦
争
に
奔
走

し
て
い
た
国
を
相
手
に
、

そ
の
実
現
は
無
理
と
判

断
し
た
渋
沢
さ
ん
は
、

ア
チ
ッ
ク
同
人
の
高た
か
は
し橋

須す
ど
う藤 

健け
ん
い
ち一
　

国
立
民
族
学
博
物
館
長

館
長
就
任
一
年
。
オ
セ
ア
ニ
ア
の
海
外
移
住
や
民
主

主
義
の
研
究
を
し
て
き
た
が
、
最
近
は
日
本
の
外
国

人
受
け
入
れ
と
日
本
社
会
の
多
文
化
・
多
元
化
に
つ

い
て
の
関
心
が
強
い
。

高橋文太郎さんが研究したわかんじき〈日本の文化展示〉

か
に
は
国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
も

あ
る
。
み
ん
ぱ
く
が
創
設
さ
れ
た
一
九
七

四
（
昭
和
四
九
）
年
の
所
蔵
標
本
資
料
は

三
万
点
弱
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ア
チ
ッ

ク
・
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
が
玩
具
研
究
と
、
本

格
的
な
民
具
研
究
に
の
り
だ
し
た
昭
和
の

は
じ
め
か
ら
集
め
て
き
た
日
本
の
農
山
漁

村
の
民
俗
資
料
で
あ
る
。

◉
日
本
の
民
族
学
の
育
て
の
親

　

こ
の
ア
チ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
の
創

設
者
で
あ
る
渋し
ぶ
さ
わ沢
敬け
い
ぞ
う三
さ
ん
は
、
一
九
二

一
年
に
郷
土
玩
具
の
研
究
を
は
じ
め
、
翌

年
か
ら
三
年
余
は
銀
行
員
と
し
て
ロ
ン
ド

ン
に
滞
在
し
た
。
そ
の
間
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
地
の
美
術
館
や
博
物
館
を
見
て
回
り
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
カ
ン
セ
ン
野
外
博
物

ふ
た
つ
の「
み
ん
ぱ
く
」

　
　

― 
武
蔵
野
か
ら

　
　
　
　
　

 
千
里
へ
―

み
ん
ぱ
く
創
設
の
系
譜

―

渋
沢
敬
三
の
遺
言

姿をあらわした銘板〈撮影・太田心平〉

青
雲
の
志
に
燃
え
て
、

ア
チ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
を
開
い
た
渋
沢
敬
三
。

長
じ
て
、彼
は
、私
財
を
拠
出
、高
橋
文
太
郎
ら
と
は
か
ら
っ
て
、

武
蔵
保
谷
の
地
に
、野
外
博
物
館「
ス
カ
ン
セ
ン
」の

日
本
版
建
設
を
夢
見
た
。

渋
沢
は
、常
に
現
実
を
見
き
わ
め
て
対
処
し
た
、

稀
有
な
リ
ア
リ
ス
ト
だ
っ
た
。

「
夢
」の
実
現
を
め
ざ
し
、

自
己
の
信
念
に
忠
実
な
、心
優
し
い
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
で
も
あ
っ
た
。

今
も
、多
く
の
人
た
ち
に
敬
慕
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、七
〇
年
前
の「
夢
」を

今
に
よ
み
が
え
ら
せ
よ
う
と
、

多
く
の
人
た
ち
が

参
集
し
た

重要文化財のおしらさま（複製）〈日本の文化展示〉

1960年２月　民族学博物館内にて、仲間と
語らう渋沢敬三（左端）〈渋沢史料館所蔵〉

2009年11月８日　銘板除幕式につどう関係者たち
〈提供・高橋文太郎の軌跡を学ぶ会〉

渋沢雅英氏と高橋文彦氏による除幕
〈撮影・太田心平〉
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一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
五
月
八
日
、

文
部
省
文
化
財
保
護
委
員
会
記
念
物
課
の

一
行
十
名
が
、
春
季
ピ
ク
ニ
ッ
ク
と
称
し

て
、
保
谷
の
民
族
学
博
物
館
の
ア
イ
ヌ
園

を
訪
問
し
て
い
る
。
す
で
に
、
こ
の
ア
イ

ヌ
園
に
つ
い
て
は
、
完
成
間
も
な
い
一
九

五
二
（
昭
和
二
七
）
年
九
月
、
浦
谷
記
念

物
課
長
の
視
察
も
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、

こ
の
こ
と
は
、
日
本
初
と
い
っ
て
も
い
い

こ
の
本
格
的
オ
ー
プ
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・

ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
に
対
す
る
、
そ
の
道
の
専

門
家
の
関
心
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
と
も

い
え
よ
う
。

◉
野
外
博
物
館
の
構
想

　

も
と
も
と
民
族
学
博
物
館
を
建
設
す
る

に
当
た
っ
て
、
保
谷
の
地
が
選
ば
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
は
、
当
初
か
ら
、
渋
沢
敬

三
先
生
に
、
日
本
各
地
お
よ
び
周
囲
諸
民

族
の
住
家
・
野
外
建
造
物
、
民
俗
植
物
園

を
含
む
一
大
民
族
学
博
物
館
の
構
想
が

あ
っ
て
、
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
民
族
学
博
物
館
は
、
渋
沢
先

生
の
手
を
離
れ
、
日
本
民
族
学
協
会
に
引

継
が
れ
た
が
、
第
二
次
大
戦
、
戦
後
の
農

地
解
放
問
題
な
ど
で
野
外
博
物
館
構
想
は

延
引
し
、
漸
く
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）

年
末
、
東
京
都
農
地
委
員
会
の
理
解
あ
る

処
置
と
文
部
省
の
援
助
を
え
て
、
こ
こ
に

当
初
の
計
画
を
実
現
出
来
る
運
び
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　

早
速
、
翌
四
九
年
一
月
、
日
本
民
族
学

協
会
の
企
画
委
員
会
で
、
ア
イ
ヌ
住
家
の

建
設
が
決
定
し
、
建
設
委
員
、
同
監
事
が

宮み
や
も
と本 

瑞み
ず
お夫
　
　

財
団
法
人
宮
本
記
念
財
団 

理
事
長

専
攻
は
日
本
近
世
文
学
・
日
本
民
俗
学
。
現
在
の
関

心
事
は
、
渋
沢
敬
三
・
宮
本
馨
太
郎
な
ど
ア
チ
ッ
ク

関
係
フ
ィ
ル
ム
の
再
生
・
活
用
・
公
開
。
お
も
な
編

著
書
は
『
説
話
文
学
史
』（
明
治
書
院
）
な
ど
。

委
嘱
さ
れ
た
。
委
員
に
は
、
金き
ん
だ
い
ち

田
一

京き
ょ
う
す
け

助
・
今こ
ん

和わ
じ
ろ
う

次
郎
・
渋
沢
敬
三
・
宮み
や
も
と本

馨け
い
た
ろ
う
太
郎
な
ど
の
諸
氏
が
、
ま
た
同
監
事
に

は
、
唐か
ら
き木
栄え
い
い
ち
ろ
う

一
郎
氏
が
委
嘱
さ
れ
、
建

設
準
備
に
取
り
掛
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。

結
局
、
実
際
の
実
務
は
、
ア
チ
ッ
ク
・

ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
以
来
関
わ
っ
て
き
た
父
・

宮
本
馨
太
郎
と
唐
木
氏
が
当
た
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

父
・
馨
太
郎
は
、一
九
三
七（
昭
和
一

民
族
学
博
物
館
の

ア
イ
ヌ
住
家

　

西
武
池
袋
線
の
保
谷
駅
に
降
り
立
っ
た

の
は
、
昨
年
一
一
月
八
日
、
日
曜
日
の
朝

だ
っ
た
。
日
本
最
初
の
野
外
博
物
館
が

あ
っ
た
場
所
に
、
市
民
有
志
の
会
が
設
置

し
た
銘
板
の
除
幕
式
が
催
さ
れ
る
。
こ
の

博
物
館
を
「
日
本
民
族
学
会
附
属
民
族
学

博
物
館
」
と
い
っ
た
。

　

須
藤
健
一
館
長
と
同
僚
の
太
田
心
平
助

教
は
、
す
で
に
到
着
し
て
い
た
。
坂さ
か
ぐ
ち口

光こ
う
じ治
西
東
京
市
長
、
高た
か
は
し橋
文ふ
み
ひ
こ彦
氏
、
宮

本
瑞
夫
氏
ら
の
姿
も
あ
っ
た
。

　

高
橋
家
の
歴
代
は
、
武
蔵
野
鉄
道
（
現

在
の
西
武
鉄
道
）
に
取
締
役
と
し
て
重
き

を
な
し
た
。
文
彦
氏
の
父
君
文
太
郎
も
、

一
九
三
六
年
に
重
役
に
就
任
、
明
治
大
学

を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
若
さ
だ
っ
た
。

　

瑞
夫
氏
の
父
君
馨
太
郎
は
、
戦
時
下
に

博
物
館
の
維
持
に
尽
力
し
、
国
立
民
族
学

博
物
館
の
礎
と
な
っ
た
資
料
（
ア
チ
ッ

ク
・
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な

ど
）
を
守
り
抜
き
、
戦
後
の
文
化
財
保
護

行
政
に
重
要
な
役
割
を
担
わ
れ
た
。

　

渋
沢
家
の
方
た
ち
が
到
着
し
、
除
幕
式

が
始
ま
っ
た
。
敬
三
の
長
男
渋
沢
雅
英
氏
、

坂
口
市
長
、
須
藤
館
長
の
祝
辞
に
続
き
、

国
立
民
族
学
博
物
館
の
初
代
館
長
梅
棹
忠

夫
氏
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
長
文
の
祝
電
が
披

露
さ
れ
た
後
、
雅
英
・
文
彦
両
氏
に
よ
っ

近こ
ん
ど
う藤 

雅ま
さ
き樹
　
　

民
博 

民
族
文
化
研
究
部

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
学
芸
員

な
ど
の
経
歴
が
あ
る
。
わ
た
し
の
「
夢
」
は
、
み
ん

ぱ
く
で
渋
沢
敬
三
没
後
五
〇
周
年
記
念
の
特
別
展
を

実
現
し
、
退
職
し
た
ら
「
日
曜
画
家
」
に
な
る
こ
と
。

て
幕
に
懸
け
た
紅
白
の
綱
が

解
か
れ
る
と
、
美
し
い
銘
板

が
姿
を
あ
ら
わ
し
た
。

　

式
典
は
、
こ
の
銘
板
が
有

志
の
会
か
ら
市
に
寄
付
さ
れ

る
こ
と
を
謳う
た

っ
て
滞
り
な
く

終
了
。
保
谷
駅
前
の
市
立
図

書
館
･
公
民
館
に
移
動
し
た

一
同
は
、
そ
こ
で
写
真
展

「
民
族
学
博
物
館
と
渋
沢
敬

三
・
高
橋
文
太
郎
─
か
つ
て

保
谷
に
あ
っ
た
民
族
学
博
物

館
」
を
見
学
。
一
九
三
九
年
五
月

の
公
開
以
来
、
一
九
六
二
年
秋
に
閉
館

す
る
ま
で
の
四
半
世
紀
を
モ
ノ
ク
ロ
写
真

で
回
顧
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
わ
た
し
は
「
渋
沢
敬
三
と

民
族
学
博
物
館
」
と
題
し
て
講
演
す
る
栄

に
浴
し
た
。
会
場
に
は
、
岡お
か

正ま
さ
お雄

の
薫
陶

を
受
け
ら
れ
た
ヨ
ー
ゼ
フ
･
ク
ラ
イ
ナ
ー

博
士
の
姿
も
あ
っ
た
。
奇
し
く
も
、
こ
の

日
は
、
敬
三
の
祖
父
渋し
ぶ
さ
わ沢
栄え
い
い
ち一
の
命
日

だ
っ
た
。

あ
れ
か
ら
七
〇
年

二
）
年
、
ア
チ
ッ
ク
の
収
蔵
民
具
が
保
谷

に
移
管
さ
れ
る
と
保
谷
の
民
族
学
研
究
所

の
研
究
員
と
な
り
、後
に
は
博
物
館
主
任

と
な
り
、収
蔵
民
具
の
台
帳
作
成
に
当
た

り
、
戦
後
は
、敷
地
や
建
物
の
管
理
な
ど

に
も
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。父
の
気
持
ち

と
し
て
は
、一
途
に
、渋
沢
先
生
へ
の
責
任

を
果
た
す
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

◉
ア
イ
ヌ
住
家
の
建
設

　

建
築
は
、
当
時
の
日
高
国
沙
流
郡
平
取

村
二
風
谷
に
在
住
の
二に
た
に谷

国く
に
ま
つ松

（
六
三

歳
）・
一い
ち
た
ろ
う
太
郎
（
五
八
歳
）・
善ぜ
ん
の
す
け
之
助
（
五

三
歳
）
の
三
兄
弟
に
依
頼
し
、
栗
・
唐

松
・
茅
な
ど
主
要
材
料
は
、
輸
送
の
関
係

か
ら
、
山
梨
・
長
野
な
ど
で
調
達
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
　

　

家
造
り（chise-kar

）の
仕
事
は
、
一

九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
三
月
一
五
日
に

地
鎮
祭（chise-kote-inonnoitak

）、

一
八
日
に
は
、
十
数
名
の
人
夫
を
動
員
し

て
古
式
通
り
の
屋
根
上
げ（chise-

puni

）を
お
こ
な
い
、母
屋（chise

）・
納

屋（sem

）・
熊
檻（heper-set

）・
祭
壇

（inaw
-san

）・倉
庫（pu

）・
男
厠（okkayo-

ru
）・
女
厠（m

enoko-ru

）の
順
に
建
設

さ
れ
、二
五
日
、予
定
通
り
新
築
落
成
の
式

（chise-nom
i

）が
執
り
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

当
時
、
既
に
北
海
道
で
も
お
こ
な
わ
れ

る
こ
と
の
な
か
っ
た
ア
イ
ヌ
住
家
の
本
格

的
建
築
が
東
京
で
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
う

こ
と
は
、
画
期
的
な
試
み
と
し
て
、
記
憶

に
止
ど
め
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

1950年3月、民族学博物館構内に、二谷
国松氏らによってアイヌ住家が建築され
た。これは、その折の工程記録の一部

最初に移築展示された武蔵野の民家
〈写真は西東京市中央図書館所蔵〉

博物館の本館内部。当時掛けてあった看板も、
最近みつかった（みんぱく所蔵）〈背景の写真
は、西東京市中央図書館所蔵〉
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西
東
京
市
の
旧
下
保
谷
に
か
つ
て
在
っ

た
民
族
学
博
物
館
や
そ
の
創
設
に
力
を
尽

く
し
た
渋
沢
敬
三
や
高
橋
文
太
郎
の
こ
と

は
、
地
元
の
旧
住
民
で
さ
え
忘
れ
か
け
て

い
た
。
ま
し
て
新
住
民
は
知
る
由
も
な
い
。

今
か
ら
半
世
紀

以
上
も
前
の
こ
と
で
あ
り
、
今

は
そ
の
痕
跡
の
か
け
ら
も
残
っ
て
い
な
い

ば
か
り
で
な
く
、
事
実
に
つ
い
て
の
資
料

も
乏
し
い
か
ら
で
あ
る
。

◉
勉
強
会
の
蓄
積
と
冊
子
の
刊
行

　

こ
の
こ
と
を
深
く
憂
慮
す
る
市
民
有
志

が
、
せ
め
て
そ
の
実
情
を
明
ら
か
に
し
た

い
と
い
う
願
い
か
ら
勉
強
会
を
始
め
た
。

二
〇
〇
七
年
春
の
こ
と
で
あ
る
。
文
献
を

集
め
て
整
理
し
、
写
真
を
探
し
、
当
時
か

か
わ
っ
た
方
々
に
話
を
聞
く
な
ど
の
手
立

て
を
つ
く
し
て
資
料
を
作
り
、
会
で
報
告

し
た
。
ま
た
広
く
市
民
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
専
門
家
の
講
演
会
を
開
い
た
。

　

か
く
し
て
、
あ
る
程
度
勉
強
の
成
果
が

髙た
か
た田 

賢ま
さ
る

　
　

高
橋
文
太
郎
の
軌
跡
を
学
ぶ
会（
西

東
京
市
） 

代
表

西
東
京
市
下
保
谷
に
生
ま
れ
、
現
在
ま
で
住
む
。
若

年
の
こ
ろ
よ
り
柳
田
国
男
や
民
俗
学
に
関
心
を
も
ち

続
け
る
。
こ
の
数
年
は
本
会
の
充
実
・
運
営
に
力
を

注
ぐ
。

し
た
も
の
を
知
ら
せ
る
　

（
2
）
単
な
る

デ
ス
ク
ワ
ー
ク
で
な
く
、
館
外
に
お
い
て

こ
れ
を
生
か
す
実
践
を
す
る
　

（
3
）
後

世
に
伝
え
残
す
手
立
て
を
と
る
、
と
い
う

意
図
を
も
っ
て
、
①
博
物
館
跡
地
に
発
祥

の
地
を
記
念
す
る
銘
板
を
建
て
る
　

②
講

演
会
を
開
く
　

③
写
真
展
を
催
す
　

④
農

具
の
展
示
・
実
演
会
を
す
る
、
と
い
う
事

業
で
あ
る
（
②
～
④
は
二
〇
〇
九
年
東
京

都
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
企
画
事
業
と
し
て
本

市
教
育
委
員
会
と
共
催
。
ま
た
、
銘
板
と

写
真
パ
ネ
ル
は
終
了
後
市
へ
寄
贈
）
。

　

荷
が
重
い
試
み
で
あ
り
、
経
費
、
労
力
、

ス
タ
ッ
フ
な
ど
か
ら
実
施
を
危
ぶ
む
声
も

あ
っ
た
け
れ
ど
、
多
少
の
無
理
は
承
知
の

う
え
、
チ
ャ
ン
ス
を
逸
せ
ず
と
い
う
こ
と

で
実
施
に
踏
み
切
っ
た
。

　

そ
の
結
果
の
客
観
的
な
評
価
は
外
部
に

委
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
し
て
も
、
銘

板
除
幕
式
に
は
、
渋
沢
敬
三
氏
の
ご
遺
族
、

国
立
民
族
学
博
物
館
の
須
藤
健
一
館
長
、

西
東
京
市
長
な
ど
三
四
名
の
来
賓
の
ご
臨

席
を
い
た
だ
き
、
滞
り
な
く
執
り
お
こ
な

う
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
講
演
会
は
、
国
立
民
族
学
博
物
館

の
近
藤
雅
樹
教
授
に
「
渋
沢
敬
三
と
民
族

学
博
物
館
」、東
京
学
芸
大
学
石い
し
い井

正ま
さ
み己

教

授
に
「
高
橋
文
太
郎
著
『
武
蔵
保
谷
村
郷

土
資
料
』
の
意
義
」
の
題
で
、
感
銘
深
い

お
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
写
真
展
・
民

具
展
示
会
も
盛
会
で
あ
っ
た
。
多
く
の

方
々
の
ご
支
援
の
賜
物
と
深
く
感
謝
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

や
が
て
そ
れ
が
実
現
し
、
平
成
一
一
年

に
は
最
後
の
資
産
が
売
却
さ
れ
、
高
橋
文

太
郎
氏
や
敬
三
が
、
若
い
こ
ろ
思
い
描
い

て
い
た
、
北
欧
式
の
野
外
民
族
博
物
館
の

夢
も
消
え
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
最
近
に
な
っ
て
、
西
東
京
市

の
「
高
橋
文
太
郎
の
軌
跡
を
学
ぶ
会
」
の

皆
様
か
ら
、「
民
族
学
博
物
館
跡
地
銘
板

除
幕
式
」
へ
の
お
招
き
を
受
け
、
一
一
月

八
日
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

国
立
民
族
学
博
物
館
の
須
藤
健
一
館
長
、

近
藤
雅
樹
教
授
も
来
会
さ
れ
、
記
念
す
べ

き
会
と
な
り
ま
し
た
。＊

　

生
前
の
渋
沢
敬
三
は
、
博
物
館
は
も
と

よ
り
学
術
資
料
の
収
集
、
整
理
、
編
纂
に

強
い
関
心
を
も
っ
て
お
り
ま
し
た
。
祖
父

栄
一
の
没
後
、
そ
の
業
績
の
顕
彰
が
話
題

と
な
っ
た
と
き
も
、
敬
三
は
栄
一
の
人
生

の
す
べ
て
を
網
羅
す
る
資
料
集
の
編
纂
と
、

栄
一
と
そ
の
時
代
の
日
本
人
の
生
活
の
変

貌
を
伝
え
る
「
実
業
史
博
物
館
」
の
創
設

を
提
案
し
ま
し
た
。
戦
局
が
緊
迫
す
る
な

か
で
、
将
来
の
博
物
館
で
展
示
す
べ
き
資

料
を
懸
命
に
収
集
し
、
平
和
の
来
る
日
を

ひ
た
す
ら
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

仕
事
の
合
間
に
は
、
自
分
で
も
魚
名
の

研
究
や
、『
延
喜
式
』
に
見
ら
れ
る
水
産

物
の
流
通
な
ど
に
つ
い
て
研
究
し
、「
延

喜
式
博
物
館
」
を
作
り
た
い
と
言
い
出
し

た
の
を
、
ま
だ
高
校
生
だ
っ
た
わ
た
し
も

感
動
を
も
っ
て
聞
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。

渋し
ぶ
さ
わ沢 

雅ま
さ
ひ
で英

財
団
法
人
渋
沢
栄
一
記
念
財
団 

理
事
長

＊

　

こ
れ
ら
多
く
の
夢
の
実

現
を
妨
げ
た
の
は
戦
争
で

し
た
。
占
領
軍
の
政
策
で

自
分
自
身
も
財
政
的
な
基

盤
を
失
い
、
戦
前
か
ら
手

が
け
て
き
た
多
く
の
企
画

が
続
行
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。「
ニ
コ
没（
ニ
コ
ニ

コ
し
て
没
落
し
て
ゆ
く
）」

と
称
し
て
、私
生
活
の
上

で
は
そ
れ
を
ほ
と
ん
ど
気

に
懸
け
る
こ
と
な
く
、
学

問
の
復
興
を
願
っ
て
、
病

魔
に
冒
さ
れ
る
晩
年
ま
で

研
究
活
動
を
続
け
て
い
ま

し
た
。

　

し
か
し
六
七
歳
と
い
う

早
す
ぎ
る
死
を
迎
え
た
時

点
で
は
、
多
く
の
仕
事
が

未
完
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
本
人
は
苦
情
め

い
た
こ
と
は
決
し
て
言
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
心
残

り
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、
近
く
没
後
五
〇
年
を
迎

え
ま
す
が
、
そ
の
間
驚
く
ほ
ど
多
く
の
故

人
の
願
い
が
、
次
々
と
芽
を
吹
き
は
じ
め

ま
し
た
。
保
谷
に
収
蔵
さ
れ
た
民
具
の
す

べ
て
は
国
立
民
族
学
博
物
館
に
継
承
さ
れ
、

詳
細
な
分
析
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
六
八
巻
も
ほ
ぼ

完
全
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
、
実
業
史

博
物
館
の
た
め
に
集
め
た
資
料
は
国
文
学

研
究
資
料
館
に
よ
っ
て
す
べ
て
整
理
さ
れ
、

画
像
化
も
さ
れ
て
、
近
代
化
の
モ
デ
ル
と

し
て
世
界
中
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

保
谷
の
立
派
な
銘
板
を
拝
見
し
な
が
ら
、

当
時
若
か
っ
た
方
々
の
夢
の
数
々
が
、
戦

争
の
苦
し
み
を
超
え
て
、
い
つ
の
ま
に
か

見
事
に
蘇
っ
た
こ
と
を
、
嬉
し
く
思
っ
た

次
第
で
す
。

　

だ
い
ぶ
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
保

谷
の
町
に
、
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
た
戦
前

の
博
物
館
の
建
物
の
一
室
で
、
財
団
法
人

民
族
学
振
興
会
の
理
事
会
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
終
わ
る
こ
ろ
に
は
と
っ
ぷ
り
と

暗
く
な
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
秋
の
終
わ

り
か
冬
の
初
め
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

理
事
長
の
中な
か
ね根

千ち

え枝
先
生
と
ご
一
緒
に
、

帰
り
の
電
車
の
な
か
で
、
生
前
の
渋
沢
敬

三
の
思
い
出
や
逸
話
の
数
々
を
話
し
合
う

な
か
で
、
い
ず
れ
は
振
興
会
を
解
散
し
、

公
益
信
託
に
移
行
し
た
い
と
い
う
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

夢
の
博
物
館1937年頃アチック・ミューゼ

アム１階の階段脇に陳列さ
れた民具〈渋沢史料館所蔵〉

バネル写真展の準備。87点の写真
に観客盛況〈撮影・亀田直美〉

100点近く並べた民具展。手前は藍染めの実演〈撮影・
高橋俊郎〉

1933年11月　アチック・ミューゼアムの談話室にて。前列左から２人目折口信夫、３人目早川孝太郎、後列左か
ら４人目渋沢敬三、５人目高橋文太郎、６人目宮本勢助〈渋沢史料館所蔵〉

民
族
学
博
物
館
と

渋
沢
敬
三・高
橋
文
太
郎

地
域
の
歴
史
を
後
世
に
つ
な
ぐ

現
在
、
敬
三
の
没
後
五
〇
周
年
忌
（
二
〇
一
三
年
）

に
む
け
て
、
特
別
展
示
や
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
書

籍
の
出
版
な
ど
、
記
念
と
な
る
催
し
の
企
画
を
す
す

め
て
い
る
。
お
も
な
書
籍
に
『
父
・
渋
沢
敬
三
』（
実

業
の
日
本
社
）
な
ど
。

2008年公刊の冊子（全128頁）。写真資料多数

あ
が
っ
て
き
た
の
で
、
冊
子
に
ま
と
め
よ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
会
員
が
ポ
ケ
ッ

ト
マ
ネ
ー
を
出
し
合
っ
て
、
二
〇
〇
八
年

六
月
に
は
『
高
橋
文
太
郎
の
真
実
と
民
族

学
博
物
館
―
―
埋
も
れ
た
国
立
民
族
学
博

物
館
前
史
―
―
』
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
報
道
も
追

い
風
と
な
っ
た
の
か
、
増
刷
す
る
ほ
ど
好

評
を
博
し
た
。
地
元
の
方
々
の
み
な
ら
ず
、

専
門
家
や
研
究
者
に
も
多
少
評
価
さ
れ
た

と
す
る
な
ら
ば
、
会
員
の
労
苦
や
努
力
が

幾
分
か
は
報
わ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

◉
四
事
業
の
実
施

　

会
と
し
て
こ
れ
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、

二
〇
〇
九
年
は
民
族
学
博
物
館
開
館
七
〇

年
に
あ
た
る
こ
の
機
会
に
、
渋
沢
敬
三
た

ち
が
目
指
し
た
夢
や
精
神
を
た
と
え
片
鱗

な
り
と
も
生
か
せ
る
事
業
を
と
計
画
し
、

秋
に
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

す
な
わ
ち
、（
1
）
よ
り
広
く
世
間
・

市
民
に
民
族
学
博
物
館
や
渋
沢
た
ち
の
遺



田た
ぐ
ち口 

理り

え恵

東
海
大
学
海
洋
学
部 

准
教
授

専
門
は
文
化
人
類
学
。
モ
ノ
研
究
の
可
能
性
を
探
る
機
会
と
し

て
、
本
稿
で
紹
介
し
た
連
続
展
示
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
の

連
続
展
示
は
、
地
球
研
・
生
態
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
以
来
の
仲
間

と
作
り
上
げ
て
き
た
。
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三
月
二
五
日
（
木
）
か
ら
企
画
展
「
水

の
器
─
─
手
の
ひ
ら
か
ら
地
球
ま
で
」
が

始
ま
る
。
六
月
二
二
日（
火
）ま
で
の
約
三

カ
月
間
、音
楽
、言
語
展
示
の
奥
に
あ
る
展

示
ス
ペ
ー
ス
に
、
民
博
収
蔵
の
水
に
関
わ

る
生
活
道
具
類
の
ほ
か
、
日
本
各
地
の
水

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
約
一
八
〇
銘
柄
と
、
三

七
カ
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
二
〇
〇
以
上
の

銘
柄
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
並
べ
る
予

定
で
あ
る
。

「
水
の
器
」
展
は
、
人
間
文
化
研
究
機

構
・
連
携
研
究
「
湿
潤
ア
ジ
ア
に
お
け
る

『
人
と
水
』
の
統
合
的
研
究
」（
代
表　

秋

道
智
彌
）
の
研
究
成
果
の
一
つ
と
し
て
実

施
す
る
も
の
で
、
民
博
所
蔵
資
料
と
総
合

地
球
環
境
学
研
究
所
に
よ
る
水
の
研
究
を

も
と
に
、
水
の
問
題
を
紹
介
し
よ
う
と
企

画
し
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
飲
み
水
の
入
れ
物

を
「
水
の
器
」
と
呼
び
、「
器
」
の
字
形

に
見
立
て
て
（
図
）、
展
示
内
容
を
四
つ

の
コ
ー
ナ
ー
に
分
け
、
水
と
人
の
多
様
な

関
わ
り
を
考
え
て
み
た
。
ま
ず
「
一
．
生

活
世
界
の
身
近
な
器
」
で
は
、
民
博
資
料

か
ら
選
ん
だ
水
の
器
を
、
手
元
か
ら
水
源

へ
と
遡
る
か
た
ち
で
並
べ
、
生
活
世
界
内

の
水
の
道
程
を
紹
介
す
る
。「
二
．
多
様

な
水
源
」
で
は
、
水
源
の
先
に
あ
る
世
界

へ
と
目
を
向
け
た
。「
三
．
水
の
器
・
地

球
」
は
、
水
源
を
形
成
す
る
仕
組
み
や
水

資
源
の
世
界
分
布
と
と
も
に
、
物
理
化
学

的
に
見
た
水
の
特
性
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
で
あ
る
。
最
後
の
コ
ー
ナ
ー
が
「
四
．

水
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
で
、
こ
の
新
し
い

水
の
器
の
意
義
や
そ
れ
に
伴
う
生
活
文
化

の
諸
変
化
な
ど
を
取
り
上
げ
た
。
手
に
し

た
一
杯
の
水
か
ら
水
源
へ
と
遡
り
、
さ
ら

に
水
源
に
水
を
も
た
ら
す
地
球
の
メ
カ
ニ

鉢
、
皿
、
や
か
ん
、
水
差
し
、
水
す
く
い
、

水
入
れ
、
容
器
」
な
ど
、「
水
の
器
」
は
容

器
の
形
態
を
示
す
さ
ま
ざ
ま
な
用
語
で
登

録
さ
れ
て
い
る
。
用
途
・
使
用
法
で
の
表

現
も
、「
水
」
に
関
連
し
た
動
詞
で
言
え
ば
、

「
汲
む
、
運
ぶ
、
揚
げ
る
、
た
め
る
、
掬
う
、

飲
む
、
注
ぐ
、
次
ぐ
、
垂
ら
す
、
売
る
、

漉
す
、
供
え
る
」
な
ど
水
を
目
的
語
と
す

る
用
語
や
、「
洗
う
、
清
め
る
、
遊
ぶ
、
火

を
消
す
」
な

ど
、
用
途
と

し
て
の
水
を
表
現
す
る
用
語

が
あ
る
。
結
局
、
さ
ま
ざ
ま

な
用
語
を
組
み
合
わ
せ
た
結

果
、
水
に
関
係
す
る
道
具
類

の
数
は
四
〇
〇
〇
点
余
り
。

こ
れ
ら
道
具
類
も
、
実
際
に

利
用
さ
れ
て
い
る
現
場
を
見

れ
ば
一
目
瞭
然
な
の
だ
が
、

水
気
を
き
ら
う
収
蔵
庫
の
中

か
ら
、
水
と
切
り
離
さ
れ
た
「
水
の
器
」

を
探
し
だ
す
の
は
難
し
い
。

　

今
回
の
展
示
は
、
実
行
委
員

長
お
よ
び
実
行
委
員
に
名
を

連
ね
る
機
構
外
メ
ン
バ
ー

に
と
っ
て
、「
ル
ー
ス
・
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
展
示
」
と
呼
ん
で
取

り
組
ん
で
き
た
連
続
展
示
の
一
つ

と
な
る
。
連
続
展
示
の
第
一
弾
が

「
モ
チ
ゴ
メ
の
国
ラ
オ
ス
─
─
メ
コ
ン

河
流
域
の
暮
ら
し
─
─
」（
二
〇
〇

七
年
一
〇
月
一
七
日
～
二
〇
〇
八

年
一
月
七
日
、
天
理
大
学
附

属
天
理
参
考
館
）
で
、
附

属
博
物
館
開
館
特
別
展

「
川
内
川
─
─
川
と
人
の
く
ら

し
─
─
」（
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
二

五
日
～
二
〇
〇
九
年
四
月
三
〇
日
、

鹿
児
島
純
心
女
子
大
学
附
属
博
物
館
）、

天
理
ギ
ャ
ラ
リ
ー
第
一
三
六
回
展
「
モ

ン
ス
ー
ン
ア
ジ
ア
の
竹
文
化
─
─
素
朴
な

技
術
と
造
形
の
美
─
─
」（
二
〇
〇
九
年

二
月
一
六
日
～
三
月
二
八
日
、
天
理
ギ
ャ

ラ
リ
ー
）
を
実
現
さ
せ
て
き
た
。

　

今
回
の
展
示
も
、
そ
の
仲
間
た
ち
と
企

画
内
容
を
議
論
し
準
備
を
進
め
て
き
た
。

約
四
〇
〇
〇
点
の
リ
ス
ト
を
も
と
に
、
器

を
水
と
の
関
わ
り
か
ら
一
〇
の
グ
ル
ー
プ

に
分
類（
表
）。
さ
ら
に
、
水
を
飲
む
と
い

う
根
源
的
な
関
係
に
こ
だ
わ
る
こ
と
や
、

「
水
の
道
程
」
を「
汲
む
」「
運
ぶ
」「
た
め

る
」「
注
ぐ
」「
掬
う
」
た
め
の
器
で
示
す

な
ど
の
展
示
コ
ン
セ
プ
ト
を
議
論
し
つ
つ
、

展
示
候
補
を
絞
り
込
ん
で
い
っ
た
。

　

会
期
と
展
示
資
料
が
ま
ず
決
ま
り
、
展

示
資
料
に
物
語
を
肉
付
け
し
て
い
っ
た
モ

モ
ノ
・
グ
ラ
フ

ズ
ム
へ
、
そ
し
て
手
元
の
水
へ
と
戻
っ
て

く
る
よ
う
に
、
水
の
道
程
に
沿
っ
て
四
つ

の
コ
ー
ナ
ー
を
つ
な
げ
て
い
る
。

　

第
一
コ
ー
ナ
ー
の
た
め
に
、
収
蔵
品
の

中
か
ら
「
水
の
器
」
を
選
び
出
す
作
業
が
、

な
か
な
か
や
っ
か
い
だ
っ
た
。
民
博
が
所

蔵
す
る
生
活
道
具
類
約
二
七
万
点
か
ら
、

水
に
関
係
す
る
道
具
類
を
探
す
に
し
て
も
、

収
蔵
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
「
水
」
と

検
索
す
れ
ば
済
む
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

　

館
内
専
用
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
、
資

料
一
点
ご
と
に
標
本
番
号
、
標
本
名
、
使

用
地
、
寸
法
、
材
質
、
収
集
者
、
用
途
・

使
用
法
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

次
ペ
ー
ジ
に
載
せ
た
イ
ギ
リ
ス
の
や
か
ん

の
場
合
、
標
本
名
は
「
や
か
ん
（
加
熱
器

付
き
）」、
材
質
欄
に
は
「
鉄 

銅 

木 

布 

塗

料
・
絵
具
・
印
刷
イ
ン
ク
・
そ
の
他
の
着

色
材
料
」
と
書
か
れ
て
お
り
、「
水
」
で
検

索
し
て
も
、
こ
の
資
料
は
ひ
っ
か
か
ら
な

い
。
標
本
名
も
、「
柄
杓
、
杓
子
、
椀
、

カ
ッ
プ
、
コ
ッ
プ
、
壺
、
甕
、
樽
、
筒
、

み
ん
ぱ
く
で「
水
」を
探
す

企
画
展「
水
の
器
─
─
手
の
ひ
ら
か
ら
地
球
ま
で
」の
裏
側

図
「水の器」展のシンボルマーク

み
ん
ぱ
く
で「
水
」を
探
す

「
水
」の
展
示

チ
ゴ
メ
展
や
タ
ケ
展
に
対
し
て
、「
水
の

器
」
の
場
合
、
構
想
自
体
は
二
年
も
前
か

ら
あ
っ
た
の
に
、
会
期
予
定
も
展
示
資
料

も
な
か
な
か
確
定
し
な
い
ま
ま
に
準
備
を

進
め
る
と
い
っ
た
具
合
だ
っ
た
。
連
続
展

示
と
い
っ
て
も
、
展
示
を
作
り
上
げ
る
プ

ロ
セ
ス
は
主
催
館
に
よ
っ
て
異
な
り
、
こ

の
経
験
は
か
な
り
興
味
深
い
も
の
だ
っ
た
。

　

博
物
館
が
所
蔵
す
る
文
化
資
源
の
共
同

利
用
や
展
示
に
よ
る
機
関
連
携
の
あ
り
方

を
模
索
す
る
機
会
と
捉
え
、
こ
の
連
続
展

示
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
そ
の
意
義
を

よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ま
で

の
試
行
錯
誤
の
プ
ロ
セ
ス
を
検
証
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

水の器の分類 器の種類
（１）飲水のための器 コップ、グラス、杓子、柄杓、水

甕、水差し、やかん、水筒など
（２）農牧、灌漑、漁撈など生業
に関わる器

じょうろ、たらい、水桶、灌漑用
ポンプ、あか汲みなど

（３）調理のために食材を洗う、
煮る、蒸すための器

鍋、釜、甕、壷など

（４）衛生のための「洗う」器 洗面器、水浴･沐浴用の様々な
器

（５）水を介して何かを鑑賞す
る器

金魚鉢や花瓶など

（６）水を介した嗜好の器 茶道具の椀や建水、書道用具、
水パイプなど

（７）水を介して何かを製造す
るための器

製紙、染め物、豆腐、酒など

（８）水そのものを遊ぶ器 水鉄砲、水笛、水琴窟など
（９）水と対になる消火の器 防火水槽、バケツなど
（10）儀礼にて「供える」「清め
る」といった水のシンボル作用
と結びついた器

聖水や神水入れなど

水甕から掬った水を飲む少年〈撮影・梅棹忠夫、1957 ～ 1958 年、
民博所蔵の第一次大阪市立大学東南アジア学術調査隊写真資料から〉

イギリスのやかん

表　
水の関わりと器の分類（吉田裕彦
による整理に基づき作成）

ル
ー
ス・ア
ラ
イ
ア
ン
ス
と
水
の
器
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一
九
二
一
年
、
こ
の
地
の
首
長
、
ダ

ン
・
ク
ラ
ン
マ
ー
は
、
史
上
最
大
規
模
の

ポ
ト
ラ
ッ
チ
を
主
催
し
た
。
ポ
ト
ラ
ッ
チ

と
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
出
産
、
結
婚
、

葬
儀
あ
る
い
は
首
長
位
へ
の
就
任
と
い
っ

た
、
人
の
生
涯
の
節
目
の
機
会
に
踊
り
の

会
を
催
し
、
そ
の
場
で
家
族
が
所
有
す
る

財
産
を
披
露
す
る
と
と
も
に
、
莫
大
な
贈

り
物
を
会
衆
に
ふ
る
ま
う
と
い
う
儀
式
で

あ
る
。

　

当
時
の
カ
ナ
ダ
政
府
は
、
ポ
ト
ラ
ッ
チ

を
、
富
を
浪
費
す
る
だ
け
の
「
野
蛮
」
な

風
習
と
し
て
、
こ
れ
を
取
り
締
ま
ろ
う
と

し
て
い
た
。
ダ
ン
・
ク
ラ
ン
マ
ー
は
逮
捕

さ
れ
、
釈
放
と
引
き
換
え
に
、
そ
の
儀
式

で
用
い
た
す
べ
て
の
財
産
を
政
府
に
譲
り

渡
す
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
、

仮
面
や
彫
刻
、
毛
布
な
ど
、
ク
ワ
ク
ワ
カ

ワ
ク
ゥ
の
貴
重
な
文
化
遺
産
が
政
府
の
手

に
渡
り
、
オ
タ
ワ
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
記
念

博
物
館
（
後
の
国
立
人
類
博
物
館
、
現
在

の
カ
ナ
ダ
文
明
博
物
館
）
や
ト
ロ
ン
ト
の

ロ
イ
ヤ
ル
・
オ
ン
タ
リ
オ
博
物
館
に
お
さ

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ク
ラ
ン
マ
ー
の
娘
の
グ
ロ
リ
ア
・
ウ
ェ

ブ
ス
タ
ー
を
は
じ
め
ア
ラ
ー
ト
・
ベ
イ
の

人
び
と
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
、
接
収

さ
れ
た
文
化
遺
産
の
返
還
運
動
を
根
強
く

展
開
し
、
一
九
九
〇
年
つ
い
に
返
還
を
実

現
し
て
、
返
還
さ
れ
た
文
化
遺
産
の
収
蔵

施
設
と
し
て
ウ
ミ
ス
タ
文
化
セ
ン
タ
ー
を

設
立
し
た
。
返
還
さ
れ
た
仮
面
や
彫
像
は

す
で
に
使
用
に
耐
え
る
も
の
で
は
な
く

な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
あ
い
だ
に

人
び
と
は
自
分
た
ち
の
手
で
仮
面
を
彫
り
、

毛
布
を
編
ん
で
、
見
事
に
儀
式
を
復
活
さ

せ
て
い
る
。

　

ウ
ミ
ス
タ
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
ア

ラ
ー
ト
・
ベ
イ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、
文

化
遺
産
の
収
蔵
・
展
示
の
た
め
の
機
関
と

い
う
だ
け
で
な
く
、
言
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
文
化
伝
承
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
を

必
要
が
あ
れ
ば
あ
ら
た
に
作
り
直
す
と
い

う
の
が
、
こ
れ
ま
で
の
慣
習
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
先
に
名
前
を
挙
げ
た
グ
ロ
リ

ア
・
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
近
年
で

は
、
作
家
と
し
て
そ
の
名
が
記
憶
さ
れ
る

人
物
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
博

物
館
や
美
術
館
の
存
在
も
身
近
な
も
の
に

な
っ
て
、
人
び
と
の
考
え
も
徐
々
に
変

わ
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
。
今
回
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
、
そ
う
し
た
動
き
を
受
け

て
、
先
住
民
族
の
考
え
に
合
致
す
る
保
存

の
あ
り
方
を
探
る
目
的
で
開
催
さ
れ
た
。

博
物
館
と
、
そ
の
展
示
や
収
集
の
対
象
と

な
る
文
化
の
担
い
手
が
集
い
、
議
論
を
重

ね
る
な
か
で
、
と
も
に
わ
ず
か
ず
つ
で
も

互
い
が
変
わ
っ
て
い
く
。「
フ
ォ
ー
ラ
ム

先住民文化の「フォーラムとしての博物館」
カナダの北西海岸、クワクワカワクゥ（クワキウトル）の人びとのコミュニティのひとつ、アラート・ベイを訪ねた。
この地に、ウミスタ文化センターという小さな文化施設がある。巨大博物館に収蔵されていたクワクワカワクゥの
「文化遺産の返還」を実現し、その遺産の保存と継承を目的に設立された、コミュニティ・ミュージアムである

地球ミュージアム紀行  　　
カナダ、ブリティッシュ・コロンビア州のウミスタ文化センター/U'mista Cultural Centre

吉よ
し
だ田 

憲け
ん
じ司
　
　

民
博 

文
化
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

ア
フ
リ
カ
を
中
心
に
、
仮
面
や
儀
礼
、
キ
リ
ス
ト
教

の
動
向
に
つ
い
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
続
け
る
一

方
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
博
物
館
・
美
術
館
）
に
お
け
る

文
化
の
表
象
の
あ
り
方
を
実
践
的
に
追
求
し
て
い
る
。

　

し
ゃ
も
じ
は
ご
飯
を
す
く
う
食
事
の
道
具

で
あ
る
。
し
ゃ
く
し
と
も
い
う
が
、
地
方
に

よ
っ
て
呼
び
方
は
異
な
り
、
そ
の
区
別
は
曖

昧
で
あ
る
。

　

渋
沢
敬
三
の
ア
チ
ッ
ク･

ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム

の
収
集
品
に
高
野
山
の
「
朱
塗
杓
文
字
」
が

あ
る
。
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
高
野
山

か
ら
深
井
五
郎
が
渋
沢
宛
に
郵
送
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
三
銭

の
切
手
を
貼
り
、
そ
の
ま
ま
投
函
し
て
い

る
。
ま
た
、
そ
の
状
態
で
保
管
し
て
い
る
の
も
、

情
報
と
し
て
は
お
も
し
ろ
い
。

　

高
野
山
の
宿
坊
に
泊
ま
る
と
、
い
ま
で
も

し
ゃ
も
じ
が
お
土
産
と
し
て
提
供
さ
れ
る
。

朱
塗
り
の
贅
沢
品
で
は
な
く
、
白
木
の
つ
ま

し
い
も
の
で
は
あ
る
が
。

　

高
野
山
と
し
ゃ
も
じ
の
関
係
を
解
く
カ
ギ

は
安
芸
の
宮
島
に
あ
る
。
宮
島
の
し
ゃ
も
じ

は
木
製
で
は
全
国
七
〇
パ
ー
セ
ン

ト
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
お
土
産
と
し
て

も
紅
葉
饅
頭
と
な
ら
ぶ
人
気

を
ほ
こ
っ
て
い
る
。

　

宮
島
の
し
ゃ
も
じ
は
寛
政

の
こ
ろ
、
修
行
僧
が
弁
天
の

琵
琶
に
形
が
似
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
、
厳
島
神
社
の
参
拝
記
念
に
つ
く

る
よ
う
島
民
に
す
す
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
祭
神
で
あ
る
三
柱
の
女
神
の

う
ち
、
市
い
ち
き
し
ま
ひ
め
の
み
こ
と

杵
島
姫
命
が
弁
天
と
み
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
も
由
来
す
る
。

　

し
ゃ
も
じ
は
主
婦
権
の
象
徴
だ
け
で
な
く
、

古
来
、
霊
力
の
あ
る
呪
物
や
縁
起
物
と
し
て

特
別
扱
い
さ
れ
て
き
た
。
米
と
つ
な
が
る
五

穀
豊
穣
や
商
売
繁
盛
、
飯
取
る
＝
召
取
る
か

ら
派
生
し
た
必
勝
祈
願
、
す
く
う
か
ら
生
じ

高野山のしゃもじ
地域：日本　和歌山県　1975年受入

標本番号：Ｈ0014229
　◉

中
なかまき

牧 弘
ひろちか

允
民博　民族文化研究部

専攻は宗教人類学、経営人類学。日本の宗教を国内外で追い求めてきたが、
高野山では会社供養塔の研究に従事したことがある。

表紙モノ語り

と
し
て
の
博
物
館
」
の
ひ
と
つ
の
あ
り
方

が
、
今
、
こ
の
ウ
ミ
ス
タ
文
化
セ
ン
タ
ー

の
な
か
で
実
現
し
て
い
る
。

通
じ
て
、
文
字
通
り
の
地
元
の
「
文
化
の

セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　

わ
た
し
が
訪
問
し
た
際
も
、
カ
ナ
ダ
保

存
研
究
所
（
Ｃ
Ｃ
Ｉ
）
と
の
共
催
で
、

ト
ー
テ
ム
・
ポ
ー
ル
の
保
存
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
保
存
科
学
の
専
門
家
と
、
地
元

の
住
民
や
ト
ー
テ
ム
・
ポ
ー
ル
の
制
作
に

携
わ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
交
え
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。
ト
ー
テ

ム
・
ポ
ー
ル
は
、
ひ
と
た
び
立
て
ら
れ
れ

ば
、
と
く
に
修
理
や
再
着
色
を
お
こ
な
う

こ
と
は
な
く
、
朽
ち
る
ま
ま
に
お
か
れ
る
。

返還された仮面の数々の前で繰り広げられる仮面舞踊。着用され
ているのは、あらたに制作された「変身仮面」（ワタリガラスの面が
開くと、人面があらわれる）。ウミスタ文化センターにて

政
府
が
奪
っ
た
地
域
の
伝
統
儀
式

た
救
済
機
能
な
ど
、
意
外
と
多
様
性
に
富
む
。

戸
口
に
さ
し
て
魔
よ
け
と
し
た
り
、
自
在
か

ぎ
に
結
ん
で
火
伏
せ
と
し
た
り
も
し
た
。
ま

た
遊
客
を
招
い
た
り
、
魂
を
呼
び
戻
し
た
り

す
る
習
俗
も
あ
っ
た
。
新
宗
教
の
大
本
で
は

御み
て
し
ろ
手
代
と
し
て
出
口
王お
に
さ
ぶ
ろ
う

仁
三
郎
の
手
の
代
役

を
つ
と
め
た
こ
と
も
あ
る
。
高
野
山
の
し
ゃ

も
じ
も
日
用
品
で
あ
る
と
同
時
に
、
霊
力
の

や
ど
っ
た
呪
物
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

蘇
る
儀
式
と
息
づ
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

展
示
す
る
側
と
さ
れ
る
側
が

集
う
場
所

ウミスタ文化センター　アラート・ベイ　ブリティッシュ・コロンビア
州　カナダ （以下写真はいずれも、2009年10月撮影）

ウミスタ文化センターで開催されたトーテム・
ポールの保存に関するワークショップ

アラート・ベイの墓地に立つトーテム・ポール

ビッグ・ハウスの内部。ポトラッチはこの場で催
される

アラート・ベイ

トロント

オタワ

カナダ

アメリカ合衆国

バンクーバー

ブリティッシュ・コロンビア州
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この地に、ウミスタ文化センターという小さな文化施設がある。巨大博物館に収蔵されていたクワクワカワクゥの
「文化遺産の返還」を実現し、その遺産の保存と継承を目的に設立された、コミュニティ・ミュージアムである

地球ミュージアム紀行  　　
カナダ、ブリティッシュ・コロンビア州のウミスタ文化センター/U'mista Cultural Centre

吉よ
し
だ田 

憲け
ん
じ司
　
　

民
博 

文
化
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

ア
フ
リ
カ
を
中
心
に
、
仮
面
や
儀
礼
、
キ
リ
ス
ト
教

の
動
向
に
つ
い
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
続
け
る
一

方
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
博
物
館
・
美
術
館
）
に
お
け
る

文
化
の
表
象
の
あ
り
方
を
実
践
的
に
追
求
し
て
い
る
。

　

し
ゃ
も
じ
は
ご
飯
を
す
く
う
食
事
の
道
具

で
あ
る
。
し
ゃ
く
し
と
も
い
う
が
、
地
方
に

よ
っ
て
呼
び
方
は
異
な
り
、
そ
の
区
別
は
曖

昧
で
あ
る
。

　

渋
沢
敬
三
の
ア
チ
ッ
ク･

ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム

の
収
集
品
に
高
野
山
の
「
朱
塗
杓
文
字
」
が

あ
る
。
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
高
野
山

か
ら
深
井
五
郎
が
渋
沢
宛
に
郵
送
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
三
銭

の
切
手
を
貼
り
、
そ
の
ま
ま
投
函
し
て
い

る
。
ま
た
、
そ
の
状
態
で
保
管
し
て
い
る
の
も
、

情
報
と
し
て
は
お
も
し
ろ
い
。

　

高
野
山
の
宿
坊
に
泊
ま
る
と
、
い
ま
で
も

し
ゃ
も
じ
が
お
土
産
と
し
て
提
供
さ
れ
る
。

朱
塗
り
の
贅
沢
品
で
は
な
く
、
白
木
の
つ
ま

し
い
も
の
で
は
あ
る
が
。

　

高
野
山
と
し
ゃ
も
じ
の
関
係
を
解
く
カ
ギ

は
安
芸
の
宮
島
に
あ
る
。
宮
島
の
し
ゃ
も
じ

は
木
製
で
は
全
国
七
〇
パ
ー
セ
ン

ト
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
お
土
産
と
し
て

も
紅
葉
饅
頭
と
な
ら
ぶ
人
気

を
ほ
こ
っ
て
い
る
。

　

宮
島
の
し
ゃ
も
じ
は
寛
政

の
こ
ろ
、
修
行
僧
が
弁
天
の

琵
琶
に
形
が
似
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
、
厳
島
神
社
の
参
拝
記
念
に
つ
く

る
よ
う
島
民
に
す
す
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
祭
神
で
あ
る
三
柱
の
女
神
の

う
ち
、
市
い
ち
き
し
ま
ひ
め
の
み
こ
と

杵
島
姫
命
が
弁
天
と
み
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
も
由
来
す
る
。

　

し
ゃ
も
じ
は
主
婦
権
の
象
徴
だ
け
で
な
く
、

古
来
、
霊
力
の
あ
る
呪
物
や
縁
起
物
と
し
て

特
別
扱
い
さ
れ
て
き
た
。
米
と
つ
な
が
る
五

穀
豊
穣
や
商
売
繁
盛
、
飯
取
る
＝
召
取
る
か

ら
派
生
し
た
必
勝
祈
願
、
す
く
う
か
ら
生
じ

高野山のしゃもじ
地域：日本　和歌山県　1975年受入

標本番号：Ｈ0014229
　◉

中
なかまき

牧 弘
ひろちか

允
民博　民族文化研究部

専攻は宗教人類学、経営人類学。日本の宗教を国内外で追い求めてきたが、
高野山では会社供養塔の研究に従事したことがある。

表紙モノ語り

と
し
て
の
博
物
館
」
の
ひ
と
つ
の
あ
り
方

が
、
今
、
こ
の
ウ
ミ
ス
タ
文
化
セ
ン
タ
ー

の
な
か
で
実
現
し
て
い
る
。

通
じ
て
、
文
字
通
り
の
地
元
の
「
文
化
の

セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　

わ
た
し
が
訪
問
し
た
際
も
、
カ
ナ
ダ
保

存
研
究
所
（
Ｃ
Ｃ
Ｉ
）
と
の
共
催
で
、

ト
ー
テ
ム
・
ポ
ー
ル
の
保
存
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
保
存
科
学
の
専
門
家
と
、
地
元

の
住
民
や
ト
ー
テ
ム
・
ポ
ー
ル
の
制
作
に

携
わ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
交
え
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。
ト
ー
テ

ム
・
ポ
ー
ル
は
、
ひ
と
た
び
立
て
ら
れ
れ

ば
、
と
く
に
修
理
や
再
着
色
を
お
こ
な
う

こ
と
は
な
く
、
朽
ち
る
ま
ま
に
お
か
れ
る
。

返還された仮面の数々の前で繰り広げられる仮面舞踊。着用され
ているのは、あらたに制作された「変身仮面」（ワタリガラスの面が
開くと、人面があらわれる）。ウミスタ文化センターにて

政
府
が
奪
っ
た
地
域
の
伝
統
儀
式

た
救
済
機
能
な
ど
、
意
外
と
多
様
性
に
富
む
。

戸
口
に
さ
し
て
魔
よ
け
と
し
た
り
、
自
在
か

ぎ
に
結
ん
で
火
伏
せ
と
し
た
り
も
し
た
。
ま

た
遊
客
を
招
い
た
り
、
魂
を
呼
び
戻
し
た
り

す
る
習
俗
も
あ
っ
た
。
新
宗
教
の
大
本
で
は

御み
て
し
ろ
手
代
と
し
て
出
口
王お
に
さ
ぶ
ろ
う

仁
三
郎
の
手
の
代
役

を
つ
と
め
た
こ
と
も
あ
る
。
高
野
山
の
し
ゃ

も
じ
も
日
用
品
で
あ
る
と
同
時
に
、
霊
力
の

や
ど
っ
た
呪
物
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

蘇
る
儀
式
と
息
づ
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

展
示
す
る
側
と
さ
れ
る
側
が

集
う
場
所

ウミスタ文化センター　アラート・ベイ　ブリティッシュ・コロンビア
州　カナダ （以下写真はいずれも、2009年10月撮影）

ウミスタ文化センターで開催されたトーテム・
ポールの保存に関するワークショップ

アラート・ベイの墓地に立つトーテム・ポール

ビッグ・ハウスの内部。ポトラッチはこの場で催
される

アラート・ベイ

トロント

オタワ

カナダ

アメリカ合衆国

バンクーバー

ブリティッシュ・コロンビア州



トルコ・タイル（1,260円～）、邪視除けのお
守り　ナザルポンジュク（840円）
トルコ絨毯の模様をあしらったポーチ（630
円～）、ニメット工房の小鉢（1,575円～）
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企
画
展

「
水
の
器
──
手
の
ひ
ら
か
ら

地
球
ま
で
」

生
命
の
根
源
、水
。民
博
所
蔵
の
様
々

な
器
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
地
球
規

模
ま
で
、
器
を
通
し
て
人
と
水
の
問

題
を
幅
広
く
考
え
ま
す
。

会
期　
三
月
二
五
日
（
木
）
～
六
月

二
二
日（
火
）

会
場　
常
設
展
示
場
内

「
伊
勢
の
染
型
紙
―
映
像
と

実
物
に
み
る
匠
の
技
―
」

江
戸
時
代
に
流
行
し
た
小
紋
染
め

に
は
、
お
も
に
伊
勢
で
作
ら
れ
た
伊

勢
型
紙
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。映

像
資
料
と
と
も
に
型
紙
を
展
示
し
、

伝
統
の
技
を
紹
介
し
ま
す
。

会
期　
三
月
二
五
日
（
木
）
～
六
月

二
九
日（
火
）

会
場　
常
設
展
示
場
内

春
の
み
ん
ぱ
く
フ
ォ
ー
ラ
ム

二
〇一〇
年「
西
ア
ジ
ア
再
発
見
」

大
村
次
郷
写
真
展　 

「
西
ア
ジ
ア
、祈
り
の
風
景
」

会
期　
三
月
三
〇
日（
火
）ま
で

場
所　
本
館
一
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

観
覧
料　
無
料

じ
ゅ
う
た
ん
を
つ
く
ろ
う
！

「
じ
ゅ
う
た
ん
を
織
ろ
う
！
」

実
施
日　
三
月
二
七
日
（
土
）
ま
で

の
火
・
木
・
土
・
日
・
祝
日

時
間　
一
一
時
～
一
二
時

　
　
　
一
三
時
～
一
六
時

会
場　
本
館
一
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

※
参
加
無
料
。申
込
不
要
。

「
じ
ゅ
う
た
ん
を
仕
上
げ
よ
う
！
」

実
施
日　
三
月
二
八
日（
日
）

時
間　

一
〇
時
三
〇
分
～
一
六
時

三
〇
分

会
場　
本
館
一
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・

屋
外

※
参
加
無
料
。申
込
不
要
。

絵
本
読
み
聞
か
せ

「
絵
本
で
旅
す
る
、詩
の
国
イ
ラ
ン
」

実
施
日　
三
月
二
〇
日（
土
）、
二
一

日（
日
）

時
間　
一
一
時
、一
五
時

会
場　
西
ア
ジ
ア
展
示
場

※
参
加
無
料
。要
観
覧
券
。

上
記
、イ
ベ
ン
ト
の
お
問
い
合
わ
せ

情
報
企
画
課
情
報
企
画
係

電
話 

〇
六
―
六
八
七
八
―
八
五
三
二

（
平
日
九
時
～
一
七
時
）

研
究
公
演

「
ア
ラ
ブ
・
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
宮
廷
音

楽
の
馨か
お
り
―〈
モ
ロ
ッ
コ
の
花
〉ア

ミ
ナ
・
ア
ラ
ウ
ィ
の
典
雅
な
歌
声
」

実
施
日　
三
月
二
二
日（
月
・
振
休
）

時
間　

一
三
時
三
〇
分
～
一
六
時

（
開
場
一
三
時
）

会
場　
講
堂

※
参
加
無
料
。要
申
込
。　

申
し
込
み
締
切
り

三
月
四
日（
木
）必
着

お
問
い
合
わ
せ

広
報
企
画
室
企
画
連
携
係

電
話 
〇
六
―
六
八
七
八
―
八
二
一
〇

（
平
日
九
時
～
一
七
時
）

「
映
像
に
見
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の〈
周
縁
〉」

若
手
人
類
学
者
の
民
族
誌
映
画

上
映
会

実
施
日　
三
月
七
日（
日
）

時
間　

一
〇
時
五
〇
分
～
一
六
時

四
〇
分（
開
場
一
〇
時
三
〇
分
）

会
場　
第
五
セ
ミ
ナ
ー
室

※
参
加
無
料
。申
込
不
要
。

お
問
い
合
わ
せ

研
究
協
力
課
研
究
協
力
係

電
話 

〇
六
―
六
八
七
八
―
八
二
〇
九

（
平
日
九
時
～
一
七
時
）

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョン
：
商
品
が
運
ぶ
物
語
」

実
施
日　
三
月
二
日（
火
）

時
間　

一
〇
時
三
〇
分
～
一
七
時

四
五
分（
開
場
一
〇
時
）

会
場　
講
堂

※
参
加
無
料
。申
込
不
要
。

お
問
い
合
わ
せ

鈴
木　
紀
研
究
室

電
話 

〇
六
―
六
八
七
八
―
八
三
四
〇

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
未
来

社
会
―
北
欧
の
思
想
と
実
践
―
」

実
施
日　
三
月
六
日（
土
）

時
間　

一
三
時
～
一
七
時
（
開
場

一
二
時
三
〇
分
）

会
場　
講
堂

※
参
加
無
料
。申
込
不
要
。

■
関
連
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
広
が
る
教
育
空
間
―
子
ど
も
た
ち
の

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
か
ら
考
え
る
―
」

実
施
日　
三
月
七
日（
日
）

時
間　
一
〇
時
～
一
七
時
（
開
場
九

時
三
〇
分
）

会
場　
第
四
セ
ミ
ナ
ー
室

※
参
加
無
料
。要
申
込
。

お
問
い
合
わ
せ

鈴
木
七
美
研
究
室

電
話 

〇
六―

六
八
七
八―

八
二
九
〇

公
開
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
研
究
と
川
喜
田
二
郎
」

実
施
日　
三
月
二
七
日（
土
）

時
間　

一
四
時
～
一
六
時
三
〇
分

（
開
場
一
三
時
三
〇
分
）

会
場　
第
五
セ
ミ
ナ
ー
室

※
参
加
無
料
。申
込
不
要
。

お
問
い
合
わ
せ

南
真
木
人
研
究
室

電
話 

〇
六
―
六
八
七
八
―
八
二
九
八

公
開
ダ
ン
ス・ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

「
影
で
出
会
う
・
影
で
つ
な
が
る
」

実
施
日　
三
月
二
一
日（
日
・
祝
）

時
間　
一
三
時
～
一
七
時

実
施
日　
三
月
二
二
日（
月
・
振
休
）

時
間　
一
〇
時
～
一
五
時

会
場　
特
別
展
示
場

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
全
日
程
は
ご

自
由
に
見
学
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

ダ
ン
ス
創
作
と
発
表
へ
の
参
加
に

つ
い
て
は
申
込
制
（
無
料
・
定
員

一
五
名
）と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
締
切
り

三
月
五
日（
金
）必
着

お
問
い
合
わ
せ

情
報
企
画
課
情
報
企
画
係

電
話 

〇
六―

六
八
七
八―

八
五
三
二

（
平
日
九
時
～
一
七
時
）

●
無
料
観
覧
日
の
お
知
ら
せ　
　

　
三
月
一
四
日
（
日
）
は
万
博
公
園

ふ
れ
あ
い
の
日
に
あ
わ
せ
て
、
常
設

展
を
無
料
で
観
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
音
楽
展
示
・
言
語
展
示
を
改
修

し
て
い
ま
す

期
間　
三
月
二
三
日（
火
）ま
で（
予
定
）

＊
詳
細
に
つ
い
て
は
、
み
ん
ぱ
く

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会場　国立民族学博物館 講堂
時間  13:30～15:00（13:00開場)
定員  450名（当日先着順）
参加費　無料
展示場をご覧になる方は、観覧料が必
要です。

第382回　3月20日（土）
トンガの王様と民主主義
講師　須藤 健一（館長）
王権・貴族制と国民主権・代表民主
制とが並存するオセアニアで唯一の
王国、トンガ。９世紀に系譜をたどれ
る王家が社会経済的特権を独占して
いますが、国王は国民からあつく敬ま
われています。この王国で起きている
民主化運動をとおして、21世紀の島
嶼世界に生きる人びとの生活戦略を
みていきます。

第383回　4月17日（土）
ことばの宇宙を届けたい─新
しい言語展示の表話・裏話─ 
講師　菊澤 律子（先端人類科学研究部准教授）
１人でも多くの人にことばの世界の
楽しさを伝えたい。できるだけ多くの
人に世界のことばのことを知って欲
しい。そんな民博の言語学者の想いが
３月末、「言語展示」という形になり
ます。展示の設計のプロセスや装置開
発に関するエピソードを、展示場に入
りきらなかったことばのおはなしと
一緒にご紹介します。

「春のみんぱくフォーラム2010年
西アジア再発見」に関連し、引き続き
ショップでは、トルコ・イラン・パレ
スチナやエジプトなどの地域から届
いたグッズを集め、コーナーを設けて
います。
　チューリップなどトルコの伝統的

な模様が描かれたタイル、古くからあ
る技法をいかしつつも若手アーティ
ストが斬新なデザインを施した色鮮
やかな小鉢、そのほか織物、装飾品、ガ
ラス製品に至るまで、見て、使って、触
って楽しい品々を数多く取りそろえ
ております。
　フォーラムで「再発見」した魅惑的
な西アジアの世界を、ショップのグッ
ズで自宅へお持ち帰りください。

友の会 みんぱくゼミナール

ミュージアム・ショップ

　　　　　　    刊行物紹介

国立民族学博物館友の会
電話  06 -6877-8893　ファックス  06 -6878 -3716

電話でのお問い合わせは月曜～金曜日９時から17時までにお願いします。
http://www.senri-f.or.jp/　E-mail minpakutomo@senri-f.or.jp

国立民族学博物館 ミュージアム・ショップ
電話  06 -6876 -3112

ファックス  06 -6876 -0875
水曜日定休

ウェブサイトもご覧ください。
オンラインショップ

「World Wide Bazaar」
http://www.senri-f.or.jp/shop/

E-mail shop@senri-f.or.jp

大阪
第383回　5月1日（土）

一つの列島、二つの国家、三つの文化

講師　佐々木利和（先端人類科学研究部教授）
時間●14：00～ 15：30
会場●国立民族学博物館　
	 第5セミナー室
定員●96名（当日先着順。会員証提示）

■吉岡政德 監修／遠藤央・印東道子・梅﨑昌
裕・中澤港・窪田幸子・風間計博 編

『オセアニア学』
京都大学学術出版会　定価　7,350円（税込）
太平洋の島々とオーストラリア大陸を対象
とする人類学研究者に
よる最新の研究成果。
環境と開発、健康、近
代化、アイデンティテ
ィなど、フィールドワ
ークにもとづいた研究
成果が豊富に盛り込ま
れている。

■塚田誠之　責任編集
『民博通信』2009 No.126 
特集　国境の人びと―中国南北にお
ける人の移動と交流
■杉本良男　責任編集

『民博通信』2009 No.127 
特集　人類学とキリスト教

東京
第93回　5月22日（土）

東アジアのシルクロード─人びとをつ
なぐ河の道
講師　佐々木史郎（研究戦略センター教授）
時間●14：00～ 15：30　
会場●JICA地球ひろば
	 セミナールーム301
定員●60名（要申込。下記まで）

友の会講演会
●大阪と東京で館長講演会を開催
文化人類学に生きる─館長就任1周年を迎えて
講師  須藤健一（館長）
私は文化人類学を新しい学問として学んだ世代です。文化人類学が社会にど
のような貢献をしてきたのか、そしてこれから何ができるのかについて、民
博設立への流れもふまえて考えてみましょう。
大阪
日時●4月3日（土）14：00～15：30
会場●国立民族学博物館　
	  第５セミナー室
定員●96名（当日先着順。会員証提示）

東京
日時●4月10日（土）14：00～15：30
会場●JICA地球ひろば
	 セミナールーム301
定員●60名（要申込。下記まで）
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二
〇
〇
九
年
の
六
月
か
ら

一
〇
月
に
か
け
て
、
台
湾
の

首
都
台
北
に
あ
る
順
益
台
湾

原
住
民
博
物
館
で
、「
百
年
來

的
凝
視
」
と
い
う
展
示
会
を

開
催
し
た
。
民
博
が
収
蔵
し

て
い
る
台
湾
の
原
住
民
族
に

関
連
す
る
資
料
約
二
〇
〇
点
を
台
湾
に
里

帰
り
さ
せ
、
現
地
の
博
物
館
に
展
示
し
た
。

●
台
湾
観
光
客
を
も
魅
了
す
る
生
活
用
具

　

資
料
は
今
か
ら
お
お
よ
そ
七
、
八
〇
年

か
ら
一
〇
〇
年
前
に
収
集
さ
れ
た
生
活
具

が
中
心
。
な
か
に
は
、
日
本
の
重
要
有
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
資
料
も

含
ま
れ
て
い
る
。

　

先
方
の
博
物
館
が
来
館
者
の
た
め
に
用

意
し
た
感
想
ノ
ー
ト
は
、
中
国
語
だ
け
で

な
く
、
日
本
語
、
ハ
ン
グ
ル
、
英
語
、
フ

ラ
ン
ス
語
な
ど
で
埋
ま
っ
て
い
る
。
台
湾

の
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、
観
光
で
台
湾
を

お
と
ず
れ
た
外
国
人
の
目
に
も
と
ま
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

出
展
資
料
は
、
筆
者
が
民
博
の
収
蔵
庫

を
さ
ま
よ
い
な
が
ら
、
状
態
の
よ
い
も
の

を
中
心
に
選
ん
だ
。
骨
の
折
れ
る
作
業
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
た
い
へ
ん
だ
っ

た
の
が
、
資
料
の
情
報
収
集
で
あ
る
。

　

半
世
紀
以
上
も
前
に
収
集
さ
れ
た
資
料

に
解
説
を
つ
け
る
に
は
、
現
地
の
社
会
や

文
化
、
と
り
わ
け
物
質
文

化
に
精
通
し
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。今
回
は
、よ

り
精
確
な
情
報
提
供
を
期

す
た
め
に
、
収
集
地
が
明

ら
か
な
資
料
を
選
ぶ
と
同

時
に
、
台
湾
や
日
本
の
台

湾
原
住
民
族
研
究
者
に
よ
び
か
け
て
、
出

展
す
る
資
料
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し
た
。

●
五
〇
年
以
上
も
前
の
呪
術
用
具

　

そ
ん
な
資
料
の
ひ
と
つ
に
、「
呪
術
用

具
」
が
含
ま
れ
て
い
た
。
長
さ
三
〇
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
た
ら
ず
の
木
製
の
棒
で
、
先

端
に
切
れ
込
み
が
は
い
り
、
ブ
ラ
シ
の
よ

う
な
輪
っ
か
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

　

台
湾
の
原
住
民
族
は
、
道
具
を
使
っ
た

り
、
鳥
の
さ
え
ず
り
で
判
断
し
た
り
と
、

吉
兆
を
占
う
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
も
っ
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
集
団
で
占
い
の

方
法
が
異
な
る
だ
け
で
な
く
、
同
じ
民
族

集
団
で
も
地
域
差
が
見
ら
れ
る
。
現
地
名

で
キ
サ
キ
ス
と
よ
ば
れ
る
「
呪
術
用
具
」

は
東
部
パ
イ
ワ
ン
族
の
居
住
地
で
収
集
さ

れ
て
い
た
。

　

こ
の
資
料
を
調
べ
て
い
た
だ
い
た
研
究

者
は
、「
竹
た
け
う
ら
な
い

占
は
阿ア

ミ美
族
か
ら
の
学
習
に

よ
っ
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
、

男
性
の
専
門
で
あ
る
。
木
製
の
棒
状
の
道

具
を
右
足
で
押
さ
え
、
先
端
部
分
に
、
細

く
裂
い
た
竹
を
当
て
て
強
く
引
き
、
そ
の

切
れ
目
の
様
子
で
卜
占
を
お
こ
な
っ
て

い
く
」
と
解
説
さ
れ
て
い
た
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
半
世
紀
以
上
も
前
の
資
料
で
あ
る
。

こ
ん
な
占
い
は
今
は
し
て
い
な
い
だ
ろ
う

と
、
た
か
を
く
く
っ
て
い
た
。

●
台
湾
社
会
に
根
強
く
存
続
す
る
占
い

　

台
湾
は
二
〇
〇
九
年
の
夏
、
未
曾
有
の

水
害
に
見
舞
わ
れ
た
。
集
落
が
丸
ご
と
消

失
し
た
地
域
も
あ
り
、
そ
の
多
く
が
原
住

民
族
の
居
住
地
域
で
あ
っ
た
。
筆
者
が
調

査
し
て
き
た
地
域
も
甚
大
な
被
害
を
受
け

て
い
た
。
現
地
が
少
し
落
ち
着
き
を
取
り

戻
し
た
こ
ろ
を
見
計
ら
い
、
村
を
訪
ね
て

み
た
。

　

そ
こ
で
、
筆
者
が
目
に
し
た
の
は
、
ま

さ
に
台
北
の
博
物
館
で
展
示
し
て
い
る
も

の
と
同
様
の
道
具
を
使
っ
た
こ
の
占
い
の

様
子
で
あ
っ
た
。
行
方
不
明
に
な
っ
た
人

を
捜
す
た
め
に
、
祈
祷
師
が
件
く
だ
んの
道
具
を

使
っ
て
占
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
同
じ

資
料
を
台
北
の
博
物
館
で
展
示
し
て
い
る

こ
と
を
伝
え
て
も
、
祈
祷
師
は
そ
れ
ほ
ど

関
心
を
し
め
さ
ず
、
占
い
に
集
中
し
て
い

た
こ
と
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

彼
に
と
っ
て
占
い
の
道
具
は
あ
く
ま
で

日
常
の
道
具
で
あ
り
、
長
い
年
月
を
経
て
、

彼
ら
の
社
会
を
見
つ
め
続
け
て
き
た
道
具

で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

万国 津 浦々々

野の
ば
や
し林 

厚あ
つ
し志

民
博 

文
化
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

人
間
と
動
物
と
の
関
係
を
歴
史
的
、

社
会
的
に
考
え
る
研
究
と
、
台
湾
原

住
民
族
の
社
会
や
歴
史
を
物
質
文
化

を
手
が
か
り
に
考
え
る
研
究
と
の
二

足
の
わ
ら
じ
を
は
い
て
い
る
。

パ
イ
ワ
ン
族
の
竹
占

　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
へ
調
査
に
行
く
た
び
、

い
つ
も
頭
を
悩
ま
さ
れ
る
問
題
が
あ
る
。

調
査
に
伴
う
各
種
の
書
類
手
続
き
で
あ
る
。

●
煩
雑
な
手
続
き

　

手
続
き
の
種
類
は
多
い
。
出
入
国
関
連

は
も
と
よ
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
す

る
な
ら
公
的
機
関
や
自
治
組
織
の
許
可
を

得
る
必
要
が
あ
る
し
、
図
書
館
・
文
書
館

を
利
用
す
る
な
ら
利
用
者
証
を
申
請
す
る

必
要
が
あ
る
。
標
本
資
料
の
収
集
の
場
合
、

手
続
き
は
さ
ら
に
複
雑
で
あ
る
。
通
常
の

輸
出
入
の
手
続
き
に
加
え
て
、
文
化
財
や

野
生
動
植
物
を
管
轄
す
る
公
的
機
関
と
交

渉
し
、
資
料
を
も
ち
出
す
許
可
を
得
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
以
前
、
ボ
リ
ビ
ア
で
標

本
資
料
を
収
集
し
た
と
き
、
こ
の
手
続
き

に
一
年
以
上
要
し
た
こ
と
が
あ
る
。

●
ペ
ル
ー
へ
の
出
張

　

昨
年
秋
か
ら
ペ
ル
ー
に
長
期
出
張
し
て

い
る
が
、
書
類
手
続
き
は
や
は
り
頭
痛
の

た
ね
で
あ
る
。
出
国
の
数
日
前
に
査
証
を

取
得
で
き
た
の
は
天
恵
だ
っ
た
が
、
そ
の

延
長
手
続
き
に
時
間
が
か
か
り
、
と
う
と

う
有
効
期
限
が
切
れ
て
し
ま
っ
た
。
受
入

先
の
大
学
か
ら
、
査
証
を
更
新
中
で
あ
る

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
発
行
し
て
も
ら

い
、
事
な
き
を
得
た
が
、
か
な
り
ひ
や
ひ

や
さ
せ
ら
れ
た
。

　

図
書
館
・
文
書
館
の
利
用
手
続
き
も
侮

れ
な
い
。
あ
る
文
書
館
で
史
料
の
閲
覧
許

可
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
必
要
書
類
を
聞
か

さ
れ
て
、
や
る
気
が
な
え
て
し
ま
っ
た
。

利
用
許
可
願
、
調
査
計
画
書
、
パ
ス
ポ
ー

ト
、
公
証
人
が
認
証
し
た
そ
の
コ
ピ
ー
、

所
属
機
関
か
ら
の
紹
介
状
、
日
本
大
使
館

か
ら
の
紹
介
状
、
云
々
。
大
使
館
か
ら
一

筆
を
え
る
だ
け
で
も
、
長
期
間
の
事
前
準

備
と
書
類
の
束
と
粘
り
強
い
交
渉
が
必
要

と
な
る
だ
ろ
う
。

●
文
書
主
義
と
そ
の
抜
け
道

　

事
実
確
認
や
意
思
決
定
、
通
達
や
指
令

な
ど
を
文
書
を
介
し
て
お
こ
な
お
う
と
す

る
姿
勢
を
、
社
会
学
で
は
文
書
主
義
と
よ

ぶ
。
本
来
、
作
業
の
効
率
と
精
度
を
高
め
、

公
平
さ
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
な
の
だ

が
、
自
己
目
的
化
し
、
繁
は
ん
ぶ
ん
じ
ょ
く
れ
い

文
縟
礼
に
堕
す

る
危
険
が
あ
る
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
公

的
機
関
は
こ
の
文
書
主
義
に
と
り
つ
か
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
に
も
か
か

わ
ら
ず
日
々
の
業
務
が
進
む
の
は
、
抜
け

道
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
書
類
へ
の
こ
だ

わ
り
は
、
じ
つ
は
そ
の
軽
視
と
対
に
な
っ

て
い
る
。
書
類
は
た
し
か
に
必
要
だ
が
、

そ
れ
が
な
け
れ
ば
お
手
上
げ
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
交
渉
次
第
で
道
は
開
け
る
の

で
あ
る
。
や
り
方
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
コ

ネ
と
カ
ネ
が
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
。
今

回
の
出
張
で
も
、
査
証
が
取
得
で
き
た
の

は
、
有
力
な
コ
ネ
の
お
か
げ
で
あ
る
。

●
文
書
と
の
つ
き
あ
い
方

　

文
書
を
迂
回
す
る
抜
け
道
が
増
え
れ
ば
、

そ
の
対
抗
策
と
し
て
、
文
書
主
義
は
強
化

さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
文
書
を

介
し
た
公
的
ル
ー
ト
は
い
っ
そ
う
険
し
く

な
り
、
抜
け
道
の
必
要
性
は
さ
ら
に
高
ま

る
だ
ろ
う
。
人
間
と
文
書
の
こ
の
イ
タ
チ

ご
っ
こ
は
、
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
に
限
ら
ず
、
地
球
上
の
い
た

る
と
こ
ろ
で
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
そ
の
出
現
以
来
、
文
書
は

人
間
に
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
し
て
き
た

が
、
そ
の
文
書
と
上
手
に
つ
き
あ
う
こ
と

は
、
じ
つ
は
た
や
す
い
こ
と
で
は
な
い
。

　

査
証
が
よ
う
や
く
更
新
さ
れ
て
手
元
に

戻
っ
て
き
た
パ
ス
ポ
ー
ト
を
見
な
が
ら
、

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

齋さ
い
と
う藤 

晃
あ
き
ら

民
博 

先
端
人
類
科
学
研
究
部

平
成
一
六
年
か
ら
二
〇
年
に
か
け
て

機
関
研
究
「
テ
ク
ス
ト
学
の
構
築
」

を
実
施
し
、
人
間
と
文
書
の
関
係
を

学
際
的
に
究
明
し
た
。
現
在
、
そ
の

成
果
を
と
り
ま
と
め
中
。

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
文
書
主
義

ひきさかれた竹ひごの形状を祈祷師がよみとく 足でおさえた棒の先端で竹ひごをひきさく

展示会に出展した呪術用具

査証の更新に関する書類

ペルーの首都リマ
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二
〇
〇
九
年
の
六
月
か
ら

一
〇
月
に
か
け
て
、
台
湾
の

首
都
台
北
に
あ
る
順
益
台
湾

原
住
民
博
物
館
で
、「
百
年
來

的
凝
視
」
と
い
う
展
示
会
を
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催
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た
。
民
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収
蔵
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て
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る
台
湾
の
原
住
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資
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二
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〇
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台
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●
台
湾
観
光
客
を
も
魅
了
す
る
生
活
用
具

　

資
料
は
今
か
ら
お
お
よ
そ
七
、
八
〇
年

か
ら
一
〇
〇
年
前
に
収
集
さ
れ
た
生
活
具

が
中
心
。
な
か
に
は
、
日
本
の
重
要
有
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
資
料
も
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ま
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て
い
る
。

　

先
方
の
博
物
館
が
来
館
者
の
た
め
に
用

意
し
た
感
想
ノ
ー
ト
は
、
中
国
語
だ
け
で

な
く
、
日
本
語
、
ハ
ン
グ
ル
、
英
語
、
フ

ラ
ン
ス
語
な
ど
で
埋
ま
っ
て
い
る
。
台
湾

の
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、
観
光
で
台
湾
を

お
と
ず
れ
た
外
国
人
の
目
に
も
と
ま
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

出
展
資
料
は
、
筆
者
が
民
博
の
収
蔵
庫

を
さ
ま
よ
い
な
が
ら
、
状
態
の
よ
い
も
の

を
中
心
に
選
ん
だ
。
骨
の
折
れ
る
作
業
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
た
い
へ
ん
だ
っ

た
の
が
、
資
料
の
情
報
収
集
で
あ
る
。

　

半
世
紀
以
上
も
前
に
収
集
さ
れ
た
資
料

に
解
説
を
つ
け
る
に
は
、
現
地
の
社
会
や

文
化
、
と
り
わ
け
物
質
文

化
に
精
通
し
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。今
回
は
、よ

り
精
確
な
情
報
提
供
を
期

す
た
め
に
、
収
集
地
が
明

ら
か
な
資
料
を
選
ぶ
と
同

時
に
、
台
湾
や
日
本
の
台

湾
原
住
民
族
研
究
者
に
よ
び
か
け
て
、
出

展
す
る
資
料
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し
た
。

●
五
〇
年
以
上
も
前
の
呪
術
用
具

　

そ
ん
な
資
料
の
ひ
と
つ
に
、「
呪
術
用

具
」
が
含
ま
れ
て
い
た
。
長
さ
三
〇
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
た
ら
ず
の
木
製
の
棒
で
、
先

端
に
切
れ
込
み
が
は
い
り
、
ブ
ラ
シ
の
よ

う
な
輪
っ
か
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

　

台
湾
の
原
住
民
族
は
、
道
具
を
使
っ
た

り
、
鳥
の
さ
え
ず
り
で
判
断
し
た
り
と
、

吉
兆
を
占
う
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
も
っ
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
集
団
で
占
い
の

方
法
が
異
な
る
だ
け
で
な
く
、
同
じ
民
族

集
団
で
も
地
域
差
が
見
ら
れ
る
。
現
地
名

で
キ
サ
キ
ス
と
よ
ば
れ
る
「
呪
術
用
具
」

は
東
部
パ
イ
ワ
ン
族
の
居
住
地
で
収
集
さ

れ
て
い
た
。

　

こ
の
資
料
を
調
べ
て
い
た
だ
い
た
研
究

者
は
、「
竹
た
け
う
ら
な
い

占
は
阿ア

ミ美
族
か
ら
の
学
習
に

よ
っ
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
、

男
性
の
専
門
で
あ
る
。
木
製
の
棒
状
の
道

具
を
右
足
で
押
さ
え
、
先
端
部
分
に
、
細

く
裂
い
た
竹
を
当
て
て
強
く
引
き
、
そ
の

切
れ
目
の
様
子
で
卜
占
を
お
こ
な
っ
て

い
く
」
と
解
説
さ
れ
て
い
た
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
半
世
紀
以
上
も
前
の
資
料
で
あ
る
。

こ
ん
な
占
い
は
今
は
し
て
い
な
い
だ
ろ
う

と
、
た
か
を
く
く
っ
て
い
た
。

●
台
湾
社
会
に
根
強
く
存
続
す
る
占
い

　

台
湾
は
二
〇
〇
九
年
の
夏
、
未
曾
有
の

水
害
に
見
舞
わ
れ
た
。
集
落
が
丸
ご
と
消

失
し
た
地
域
も
あ
り
、
そ
の
多
く
が
原
住

民
族
の
居
住
地
域
で
あ
っ
た
。
筆
者
が
調

査
し
て
き
た
地
域
も
甚
大
な
被
害
を
受
け

て
い
た
。
現
地
が
少
し
落
ち
着
き
を
取
り

戻
し
た
こ
ろ
を
見
計
ら
い
、
村
を
訪
ね
て

み
た
。

　

そ
こ
で
、
筆
者
が
目
に
し
た
の
は
、
ま

さ
に
台
北
の
博
物
館
で
展
示
し
て
い
る
も

の
と
同
様
の
道
具
を
使
っ
た
こ
の
占
い
の

様
子
で
あ
っ
た
。
行
方
不
明
に
な
っ
た
人

を
捜
す
た
め
に
、
祈
祷
師
が
件
く
だ
んの
道
具
を

使
っ
て
占
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
同
じ

資
料
を
台
北
の
博
物
館
で
展
示
し
て
い
る

こ
と
を
伝
え
て
も
、
祈
祷
師
は
そ
れ
ほ
ど

関
心
を
し
め
さ
ず
、
占
い
に
集
中
し
て
い

た
こ
と
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

彼
に
と
っ
て
占
い
の
道
具
は
あ
く
ま
で

日
常
の
道
具
で
あ
り
、
長
い
年
月
を
経
て
、

彼
ら
の
社
会
を
見
つ
め
続
け
て
き
た
道
具

で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

万国 津 浦々々

野の
ば
や
し林 

厚あ
つ
し志

民
博 

文
化
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

人
間
と
動
物
と
の
関
係
を
歴
史
的
、

社
会
的
に
考
え
る
研
究
と
、
台
湾
原

住
民
族
の
社
会
や
歴
史
を
物
質
文
化

を
手
が
か
り
に
考
え
る
研
究
と
の
二

足
の
わ
ら
じ
を
は
い
て
い
る
。

パ
イ
ワ
ン
族
の
竹
占

　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
へ
調
査
に
行
く
た
び
、

い
つ
も
頭
を
悩
ま
さ
れ
る
問
題
が
あ
る
。

調
査
に
伴
う
各
種
の
書
類
手
続
き
で
あ
る
。

●
煩
雑
な
手
続
き

　

手
続
き
の
種
類
は
多
い
。
出
入
国
関
連

は
も
と
よ
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
す

る
な
ら
公
的
機
関
や
自
治
組
織
の
許
可
を

得
る
必
要
が
あ
る
し
、
図
書
館
・
文
書
館

を
利
用
す
る
な
ら
利
用
者
証
を
申
請
す
る

必
要
が
あ
る
。
標
本
資
料
の
収
集
の
場
合
、

手
続
き
は
さ
ら
に
複
雑
で
あ
る
。
通
常
の

輸
出
入
の
手
続
き
に
加
え
て
、
文
化
財
や

野
生
動
植
物
を
管
轄
す
る
公
的
機
関
と
交

渉
し
、
資
料
を
も
ち
出
す
許
可
を
得
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
以
前
、
ボ
リ
ビ
ア
で
標

本
資
料
を
収
集
し
た
と
き
、
こ
の
手
続
き

に
一
年
以
上
要
し
た
こ
と
が
あ
る
。

●
ペ
ル
ー
へ
の
出
張

　

昨
年
秋
か
ら
ペ
ル
ー
に
長
期
出
張
し
て

い
る
が
、
書
類
手
続
き
は
や
は
り
頭
痛
の

た
ね
で
あ
る
。
出
国
の
数
日
前
に
査
証
を

取
得
で
き
た
の
は
天
恵
だ
っ
た
が
、
そ
の

延
長
手
続
き
に
時
間
が
か
か
り
、
と
う
と

う
有
効
期
限
が
切
れ
て
し
ま
っ
た
。
受
入

先
の
大
学
か
ら
、
査
証
を
更
新
中
で
あ
る

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
発
行
し
て
も
ら

い
、
事
な
き
を
得
た
が
、
か
な
り
ひ
や
ひ

や
さ
せ
ら
れ
た
。

　

図
書
館
・
文
書
館
の
利
用
手
続
き
も
侮

れ
な
い
。
あ
る
文
書
館
で
史
料
の
閲
覧
許

可
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
必
要
書
類
を
聞
か

さ
れ
て
、
や
る
気
が
な
え
て
し
ま
っ
た
。

利
用
許
可
願
、
調
査
計
画
書
、
パ
ス
ポ
ー

ト
、
公
証
人
が
認
証
し
た
そ
の
コ
ピ
ー
、

所
属
機
関
か
ら
の
紹
介
状
、
日
本
大
使
館

か
ら
の
紹
介
状
、
云
々
。
大
使
館
か
ら
一

筆
を
え
る
だ
け
で
も
、
長
期
間
の
事
前
準

備
と
書
類
の
束
と
粘
り
強
い
交
渉
が
必
要

と
な
る
だ
ろ
う
。

●
文
書
主
義
と
そ
の
抜
け
道

　

事
実
確
認
や
意
思
決
定
、
通
達
や
指
令

な
ど
を
文
書
を
介
し
て
お
こ
な
お
う
と
す

る
姿
勢
を
、
社
会
学
で
は
文
書
主
義
と
よ

ぶ
。
本
来
、
作
業
の
効
率
と
精
度
を
高
め
、

公
平
さ
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
な
の
だ

が
、
自
己
目
的
化
し
、
繁
は
ん
ぶ
ん
じ
ょ
く
れ
い

文
縟
礼
に
堕
す

る
危
険
が
あ
る
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
公

的
機
関
は
こ
の
文
書
主
義
に
と
り
つ
か
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
に
も
か
か

わ
ら
ず
日
々
の
業
務
が
進
む
の
は
、
抜
け

道
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
書
類
へ
の
こ
だ

わ
り
は
、
じ
つ
は
そ
の
軽
視
と
対
に
な
っ

て
い
る
。
書
類
は
た
し
か
に
必
要
だ
が
、

そ
れ
が
な
け
れ
ば
お
手
上
げ
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
交
渉
次
第
で
道
は
開
け
る
の

で
あ
る
。
や
り
方
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
コ

ネ
と
カ
ネ
が
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
。
今

回
の
出
張
で
も
、
査
証
が
取
得
で
き
た
の

は
、
有
力
な
コ
ネ
の
お
か
げ
で
あ
る
。

●
文
書
と
の
つ
き
あ
い
方

　

文
書
を
迂
回
す
る
抜
け
道
が
増
え
れ
ば
、

そ
の
対
抗
策
と
し
て
、
文
書
主
義
は
強
化

さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
文
書
を

介
し
た
公
的
ル
ー
ト
は
い
っ
そ
う
険
し
く

な
り
、
抜
け
道
の
必
要
性
は
さ
ら
に
高
ま

る
だ
ろ
う
。
人
間
と
文
書
の
こ
の
イ
タ
チ

ご
っ
こ
は
、
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
に
限
ら
ず
、
地
球
上
の
い
た

る
と
こ
ろ
で
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
そ
の
出
現
以
来
、
文
書
は

人
間
に
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
し
て
き
た

が
、
そ
の
文
書
と
上
手
に
つ
き
あ
う
こ
と

は
、
じ
つ
は
た
や
す
い
こ
と
で
は
な
い
。

　

査
証
が
よ
う
や
く
更
新
さ
れ
て
手
元
に

戻
っ
て
き
た
パ
ス
ポ
ー
ト
を
見
な
が
ら
、

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

齋さ
い
と
う藤 

晃
あ
き
ら

民
博 

先
端
人
類
科
学
研
究
部

平
成
一
六
年
か
ら
二
〇
年
に
か
け
て

機
関
研
究
「
テ
ク
ス
ト
学
の
構
築
」

を
実
施
し
、
人
間
と
文
書
の
関
係
を

学
際
的
に
究
明
し
た
。
現
在
、
そ
の

成
果
を
と
り
ま
と
め
中
。

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
文
書
主
義

ひきさかれた竹ひごの形状を祈祷師がよみとく 足でおさえた棒の先端で竹ひごをひきさく

展示会に出展した呪術用具

査証の更新に関する書類

ペルーの首都リマ



� 月刊 　2010 年 3月号  16 17  　月刊 　2010 年 3月号

北き
た
や
ま山 

夏な
つ
き季
　
　

甲
南
女
子
大
学 

非
常
勤
講
師

言
語
文
化
学
専
攻
。
大
阪
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研

究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
。
神
戸
市
の
公
立
小

学
校
の
ベ
ト
ナ
ム
母
語
教
室
講
師
を
担
当
。
最
近
の

関
心
事
は
、
在
日
ベ
ト
ナ
ム
人
の
母
語
教
育
と
同
じ

く
在
日
ベ
ト
ナ
ム
人
仏
教
徒
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
動
向
。

「
あ
あ
、ま
た
昼
過
ぎ
ま
で
延
び
た
。今
日

は
何
時
に
終
わ
る
ん
や
ろ
、こ
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ベ
ト
ナ
ム
in 

K
O
B
E

（
以
下
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ベ
ト
ナ
ム
）
が
い
つ
も

土
曜
に
開
く
ス
タ
ッ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
風

景
だ
。
わ
た
し
が
こ
の
団
体
の
ス
タ
ッ
フ

に
な
っ
て
六
年
、
代
表
の
ハ
・
テ
ィ
・
タ

ン
・
ガ
さ
ん
（
以
下
、
ガ
さ
ん
）
に
つ
い

で
古
い
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
。

ガ
さ
ん
の
ス
ト
ー
リ
ー

　

一
九
九
五
年
一
月
一
七
日
の
阪
神
・
淡

路
大
震
災
は
神
戸
長
田
区
に
住
ん
で
い
た

多
数
の
ベ
ト
ナ
ム
人
に
も
多
大
な
被
害
を

お
よ
ぼ
し
た
。
家
族
と
と
も
に
そ
こ
に
暮

ら
し
て
い
た
ガ
さ
ん
も
そ
の
よ
う
な
一
人

で
あ
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
あ
る
ガ

さ
ん
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
カ
ト

リ
ッ
ク
鷹
取
教
会
（
現
在
は
カ
ト
リ
ッ
ク

た
か
と
り
教
会
）
で
ベ
ト
ナ
ム
料
理
の
炊

き
出
し
の
支
援
を
し
て
い
た
が
、
あ
る
日
、

日
本
人
か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
料
理
の
講
師
を

頼
ま
れ
た
。
日
本
人
の
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
関

心
が
高
い
こ
と
が
意
外
で
あ
っ
た
。「
ベ

ト
ナ
ム
の
こ
と
な
ら
、
わ
た
し
で
も
伝
え

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
。
そ
れ
が
社
会

活
動
を
は
じ
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

九
七
年
二
月
、
ガ
さ
ん
は
神
戸
定
住
外

国
人
支
援
セ
ン
タ
ー
（
Ｋ
Ｆ
Ｃ
）
の
立
ち

上
げ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
要
請
さ
れ
た
。
Ｋ

Ｆ
Ｃ
は
被
災
ベ
ト
ナ
ム
人
救
援
連
絡
会
と

兵
庫
県
定
住
外
国
人
生
活
復
興
セ
ン
タ
ー

と
い
う
ふ
た
つ
の
団
体
が
統
合
さ
れ
て
で

き
た
も
の
で
あ
る
。
双
方
と
も
、
震
災
後
、

行
政
な
ど
の
被
災
者
向
け
の
支
援
情
報
を

外
国
人
、
特
に
ベ
ト
ナ
ム
人
に
む
け
て
加

工
し
発
信
し
て
い
た
。
震
災
後
の
混
乱
が

落
ち
着
い
て
き
た
こ
ろ
、
そ
れ
ら
が

K
F
C
と
し
て
統
合
さ
れ
た
の
だ
。

　

彼
女
が
Ｋ
Ｆ
Ｃ
で
担
当
し
た
仕
事
は
じ

つ
に
多
彩
だ
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
人
へ
の
避

難
所
・
テ
ン
ト
村
で
の
支
援
、
ベ
ト
ナ
ム

語
に
よ
る
情
報
提
供
、
行
政
と
の
折
衝
、

生
活
相
談
な
ど
、
す
べ
て
が
ガ
さ
ん
に

と
っ
て
は
未
知
の
経
験
だ
っ
た
が
、
無
我

夢
中
で
取
り
組
ん
だ
。

　

Ｋ
Ｆ
Ｃ
が
発
足
し
て
約
四
年
後
、
ベ
ト

ナ
ム
人
支
援
部
門
が
独
立
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ベ
ト
ナ
ム
で
あ
る
。

「
自
分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
た
ち
の
力
で

解
決
し
た
い
」
。
日
本
に
定
住
し
は
じ
め

て
二
〇
年
を
へ
て
、
地
域
の
在
日
ベ
ト
ナ

ト
ナ
ム
人
関
連
の
研
究
に
携
わ
っ
て
き
た
。

調
査
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
た
め
に
Ｎ

Ｇ
Ｏ
ベ
ト
ナ
ム
に
か
か
わ
り
ス
タ
ッ
フ
に

な
っ
た
、
つ
ま
り
ミ
イ
ラ
取
り
が
ミ
イ
ラ

に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

「
自
助
組
織
」
が
抱
え
る
問
題

　

順
調
に
進
ん
で
い
る
か
に
み
え
る
Ｎ
Ｇ

Ｏ
ベ
ト
ナ
ム
も
課
題
は
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
じ
つ
は
、
支
援
活
動
も
長
年
継
続
す

る
と
緊
張
感
が
う
す
れ
る
た
め
か
、
在
日

ベ
ト
ナ
ム
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
て
い
る
の
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
か

か
わ
り
が
保
た
れ
て
い
る
か
な
ど
の
面
で
、

や
や
も
す
る
と
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で

あ
る
。
わ
た
し
の
担
当
分
野
で
い
え
ば
、

母
語
教
室
の
活
動
に
ベ
ト
ナ
ム
人
の
関
心

が
向
い
て
い
る
の
か
、
教
室
に
子
ど
も
を

通
わ
せ
よ
う
と
す
る
保
護
者
へ
の
働
き
か

け
が
十
分
で
き
て
い
る
の
か
、
生
徒
数
の

伸
び
悩
み
も
気
に
な
る
。

　

上
述
の
よ
う
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ベ
ト
ナ
ム
は
そ

も
そ
も
自
助
組
織
と
し
て
誕
生
し
た
。
Ｎ

Ｇ
Ｏ
ベ
ト
ナ
ム
が
発
足
し
て
、
今
年
一
〇

年
目
を
迎
え
、
事
務
所
の
活
動
、
ス
タ
ッ

フ
の
数
は
発
足
当
時
の
何
倍
に
も
膨
ら
ん

だ
。
し
か
し
、
増
加
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
構
成
員
の
数
と
そ
の
多
様
性
や
複
雑
化

す
る
問
題
を
吸
い
上
げ
、
世
代
間
ギ
ャ
ッ

プ
な
ど
に
対
応
す
る
に
は
、
ま
だ
ま
だ
当

事
者
で
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
人
の
か
か
わ
り
が

必
要
で
あ
る
。
長
田
区
に
住
む
ベ
ト
ナ
ム

人
の
数
は
徐
々
に
増
え
続
け
、
現
在
八
三

四
人
、
神
戸
市
で
は
一
四
三
八
人
（
二
〇

〇
九
年
一
二
月
現
在
）
に
上
る
。

　

こ
の
よ
う
な
停
滞
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ベ
ト
ナ
ム

に
か
ぎ
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、ま
た
日
本
に

か
ぎ
っ
た
こ
と
で
も
な
く
、一
定
の
定
住

自
助
組
織
と
し
て
の
自
立
を

め
ざ
し
て

期
間
を
へ
た
移
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
組

織
に
よ
く
あ
る
こ
と
の
よ
う
だ
。Ｎ
Ｇ
Ｏ

ベ
ト
ナ
ム
も
あ
る
意
味
で
成
熟
す
る
た
め

ひ
と
つ
の
山
を
乗
り
越
え
る
時
期
に
き
て

い
る
の
だ
ろ
う
。

　

と
は
い
え
、
明
る
い
兆
し
も
み
え
つ
つ

あ
る
。
日
本
で
う
ま
れ
、
あ
る
い
は
幼
少

時
代
か
ら
日
本
で
そ
だ
っ
た
、
ベ
ト
ナ
ム

を
知
ら
な
い
世
代
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ベ
ト
ナ
ム
や

た
か
と
り
教
会
を
中
心
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
進
ん
で
興
味
を
示
し
、
か
か

わ
り
は
じ
め
て
い
る
。
い
ず
れ
彼
ら
の
な

か
か
ら
、
積
極
的
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
加

わ
る
人
も
で
て
く
る
だ
ろ
う
。
ベ
ト
ナ
ム

人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
の
た
め
に
、
ベ

ト
ナ
ム
人
が
住
み
や
す
い
社
会
づ
く
り
の

た
め
に
。
そ
れ
こ
そ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ベ
ト
ナ
ム
の

自
助
活
動
の
ひ
と
つ
の
成
果
と
し
て
、
ひ

そ
か
に
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

お
こ
な
っ
て
い
る
。
D
さ
ん
は
隔
月
に
一

回
発
行
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
「
Ｎ

Ｇ
Ｏ
ヴ
ィ
エ
ト
」
の
編
集
の
取
り
ま
と
め

と
会
計
業
務
、
E
さ
ん
は
、
お
も
に
ベ
ト

ナ
ム
語
翻
訳
を
担
当
す
る
。
そ
し
て
、
わ

た
し
は
ベ
ト
ナ
ム
人
の
親
を
持
つ
子
ど
も

た
ち
の
た
め
の
母
語
教
室
（
毎
週
土
曜
日

開
催
）
の
管
理
・
運
営
を
任
さ
れ
て
い
る
。

わ
た
し
を
含
め
た
四
人
は
ベ
ト
ナ
ム
で
の

語
学
留
学
経
験
が
あ
る
日
本
人
で
あ
る
。

運
用
能
力
の
差
が
あ
る
が
、
ス
タ
ッ
フ
は

す
べ
て
ベ
ト
ナ
ム
語
が
で
き
る
。
ま
た
、

日
本
人
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
と
ん
ど
が
在
日
ベ

多
文
化
を

さ
さ
え
る

人
び
と

N
G
O
ベ
ト
ナ
ム 

in 

K
O
B
E

ム
人
た
ち
の
自
助
の
意
識
が
形
と
な
っ
た
。

発
足
当
時
は
、
た
か
と
り
教
会
の
ベ
ト
ナ

ム
人
神
父
が
代
表
を
務
め
た
が
、
神
父
の

移
動
に
よ
り
事
務
局
長
の
ガ
さ
ん
が
そ
の

あ
と
を
引
き
継
い
だ
。
ガ
さ
ん
は
代
表
と

し
て
、
組
織
の
事
業
を
取
り
ま
と
め
る
一

方
で
、
進
ん
で
在
日
ベ
ト
ナ
ム
人
の
生
活

相
談
に
の
り
、
各
地
で
在
日
ベ
ト
ナ
ム
人

に
つ
い
て
講
演
を
し
た
り
し
て
き
た
。

わ
た
し
た
ち
、ス
タ
ッ
フ
の
作
業

　

こ
こ
で
七
人
の
ス
タ
ッ
フ
の
担
当
を
通

し
て
N
G
O
ベ
ト
ナ
ム
の
多
彩
な
活
動
を

紹
介
し
よ
う
。
ま
ず
、
A
さ
ん
は
在
日
ベ

ト
ナ
ム
人
高
齢
者
の
た
め
の
訪
問
型
健
康

相
談
、
薬
物
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
担
当

す
る
。
B
さ
ん
は
「
ベ
ト
ナ
ム
図
書
館
」

と
よ
ば
れ
る
何
百
冊
に
も
上
る
ベ
ト
ナ
ム

語
図
書
の
管
理
と
年
一
回
開
催
す
る
ベ
ト

ナ
ム
文
化
理
解
講
座
の
企
画
実
行
の
担
当

で
あ
る
。
C
さ
ん
は
日
本
語
教
室
（
毎
週

日
曜
日
開
催
）
の
運
営
と
管
理
を
お
も
に

一
九
九
五
年
神
戸
を
中
心
と
す
る
大
震
災
の
あ
と
、数
年
た
ち
、い
く
つ
か
の
外
国
人
支
援
組
織
か

ら
ベ
ト
ナ
ム
人
の
自
助
組
織
が
う
ま
れ
た
。
N
G
O
ベ
ト
ナ
ム
in 

K
O
B
E
で
あ
る
。コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
は
じ
め
た
今
、若
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
出
身
メ
ン
バ
ー
の
出
現
に
あ
ら

た
な
活
動
の
可
能
性
が
見
え
は
じ
め
た

「ベトナム旧正月を祝うつどい」での母語教室の子どもによる伝
統楽器の演奏（2005年）

カトリックたかとり教会の中庭

ベトナム人高齢者のための社会見学

事務所内の「ベトナム図書館」

NGOベトナムのニュースレター「NGOヴィエトニュース」
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宇う
だ
が
わ

田
川 

妙た
え
こ子
　
　

民
博 

先
端
人
類
科
学
研
究
部

お
も
に
ロ
ー
マ
周
辺
で
調
査
を
し
て
き
た
が
、
最
近
、

北
部
の
ト
レ
ン
ト
市
で
の
調
査
を
通
し
て
イ
タ
リ
ア

の
地
域
的
な
多
様
性
を
目
の
当
た
り
に
し
、
あ
ら
た

め
て
イ
タ
リ
ア
と
い
う
国
を
考
え
直
し
て
い
る
。

イタリアの食卓とファッションを支えてきたヒツジ。
山の斜面でゆったりと草をはむヒツジたちにも、イタリア農業の危機が迫っている

生きもの博物誌

羊たちのいる
イタリアの風景

〈ヒツジ〉

　

イ
タ
リ
ア
で
よ
く
見
か
け
る
動
物
の
ひ

と
つ
が
ヒ
ツ
ジ
だ
ろ
う
。
キ
リ
ス
ト
教
で

は
、
神
や
メ
シ
ア
に
導
か
れ
る
信
徒
が
、

羊
飼
い
に
引
き
連
れ
ら
れ
る
ヒ
ツ
ジ
に
た

と
え
ら
れ
て
お
り
、
教
会
な
ど
に
入
る
と

ヒ
ツ
ジ
の
絵
が
あ
ち
こ
ち
目
に
つ
く
が
、

も
ち
ろ
ん
、
実
物
の
ヒ
ツ
ジ
も
け
っ
し
て

珍
し
く
は
な
い
。
ヒ
ツ
ジ
は
、
夏
の
あ
い

だ
は
涼
し
く
牧
草
の
豊
か
な
高
地
で
飼
育

さ
れ
、
冬
に
な
る
と
暖
か
な
低
地
の
牧
草

地
へ
と
移
動
す
る
と

い
う
季
節
的
な
移
牧

が
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
ヒ

ツ
ジ
が
い
る
風
景
は
、

イ
タ
リ
ア
人
に
と
っ

て
は
、
ど
こ
に
住
ん

で
い
て
も
な
じ
み
の

も
の
だ
。

　

そ
も
そ
も
ヒ
ツ
ジ

の
季
節
的
移
牧
は
、

ブ
ロ
ー
デ
ル
の
『
地

中
海
世
界
』
と
い
う
大
著
の
な
か
で
も
一

節
が
割
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ア

の
み
な
ら
ず
地
中
海
地
域
の
特
徴
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
地
中
海
地
域
で
は
、
地
中
海

性
気
候
に
よ
る
夏
の
乾
燥
に
耐
え
る
オ

リ
ー
ブ
と
ブ
ド
ウ
、
冬
の
降
雨
を
利
用
し

て
栽
培
さ
れ
る
小
麦
が
「
三
大
作
物
」
と

さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
、
山
地
と
低
地
間
の

垂
直
移
動
に
よ
っ
て
こ
の
気
候
に
適
応
し

た
ヒ
ツ
ジ
の
移
牧
を
組
み
合
わ
せ
た
混
合

農
業
が
発
達
し
て
き
た
。

　

す
な
わ
ち
ヒ
ツ
ジ
は
、
イ
タ
リ
ア
の
自

然
環
境
や
生
業
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
き

た
家
畜
で
あ
り
、
人
び
と
は
長
い
あ
い
だ

そ
の
毛
を
織
物
と
し
、
肉
を
食
べ
、
乳
は

チ
ー
ズ
に
加
工
し
て
利
用
し
て
き
た
の
で

あ
る
。
な
か
で
も
羊
毛
は
、
中
世
に
な
る

と
毛
織
物
業
が
発
達
し
、
ア
ル
テ
と
よ
ば

れ
る
同
業
組
合
が
で
き
て
ル
ネ
サ
ン
ス
繁

栄
期
を
も
た
ら
す
な
ど
、
イ
タ
リ
ア
の
歴

史
に
も
大
き
く
関
与
し
た
。
現
在
、
世
界

的
に
も
有
名
な
イ
タ
リ
ア
の
繊
維
産
業
の

土
台
は
こ
こ
に
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
そ
の
時
期
す
で
に
羊
毛
は

イ
ギ
リ
ス
な
ど
か
ら
の
輸
入
に
頼
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
イ
タ
リ
ア
で
飼
育
さ
れ

る
ヒ
ツ
ジ
は
、
今
で
も
大
半
は
肉
用
・
乳

用
で
あ
る
。
実
際
、
一
般
の
人
び
と
に

と
っ
て
ヒ
ツ
ジ
と
い
え
ば
、
ま
ず
は
食
卓

と
結
び
つ
い
て
い
る
。

　

イ
タ
リ
ア
で
も
チ
ー
ズ
は
牛
乳
製
で
あ

る
こ
と
が
多
い
が
、
ペ
コ
リ
ー
ノ
（
ヒ
ツ

ジ
は
イ
タ
リ
ア
語
で
ペ
ー
コ
ラ
）
と
よ
ば

れ
る
ヒ
ツ
ジ
の
乳
の
チ
ー
ズ
は
、
独
特
の

塩
辛
さ
と
濃
厚
さ

が
と
く
に
田
舎
風

の
家
庭
料
理
に
合

う
と
さ
れ
て
い
る
。

ど
の
家
で
も
、
パ

ス
タ
に
振
り
か
け

る
チ
ー
ズ
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
パ
ル

ミ
ッ
ジ
ャ
ー
ノ
な

ど
の
牛
乳
製
チ
ー
ズ
と
と
も
に
常
備
さ
れ

使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
な
じ
み
が
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
ペ
コ
リ
ー
ノ
を
作
る
工
程
で
で
き

る
乳
清
を
再
加
熱
し
て
固
め
た
リ
コ
ッ
タ

（
再
度
加
熱
す
る
と
い
う
意
味
）
と
い
う

フ
レ
ッ
シ
ュ
・
チ
ー
ズ
も
あ
る
。
脂
肪
ぶ

ん
が
少
な
い
の
で
味
は
マ
イ
ル
ド
で
、
そ

の
ま
ま
食
べ
て
も
よ
い
し
、
パ
ス
タ
や

ケ
ー
キ
に
混
ぜ
あ
わ
せ
た
り
し
て
も
使
わ

れ
る
が
、
熟
成
さ
せ
る
ペ
コ
リ
ー
ノ
と
は

違
っ
て
新
鮮
さ
が
命
で
も
あ
る
。

　

こ
の
た
め
リ
コ
ッ
タ
の
好
き
な
人
は
、

知
り
合
い
の
羊
飼
い
に
直
接
予
約
を
し
た

り
、
毎
朝
出
来
あ
が
り
を
待
ち
構
え
て
店

に
買
い
に
行
っ
た
り
す
る
。
で
も
、
店
の

人
か
ら
、「
今
日
は
乳
が
あ
ま
り
出
な

か
っ
た
ら
し
く
て
、
リ
コ
ッ
タ
の
仕
入
れ

は
な
い
よ
」
と
告
げ
ら
れ
て
が
っ
か
り
す

る
姿
も
よ
く
見
か
け
た
。

　

一
方
、
肉
と
し
て
食
さ
れ
る
の
は
、
ほ

と
ん
ど
が
一
歳
以
下
の
子
羊
（
オ
ス
）
で

あ
る
。
と
り
わ
け
生
後
数
カ
月
で
離
乳
前

の
子
羊
の
肉
は
ア
バ
ッ
キ
ョ
と
よ
ば
れ
、

そ
の
柔
ら
か
さ
ゆ
え
好
ま
れ
る
。
た
だ
し
、

ほ
か
の
肉
に
比
べ
る
と
、
羊
肉
は
、
今
で

も
復
活
祭
や
結
婚
式
な
ど
の
祝
祭
用
の
肉

と
み
な
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
。

　

と
く
に
復
活
祭
は
、
も
と
も
と
子
羊
を

ほ
ふ
る
ユ
ダ
ヤ
教
の
「
過
ぎ
越
し
の
祭
」

と
の
関
連
が
深
い
せ
い
か
、
イ
タ
リ
ア
で

も
子
羊
料
理
が
定
番
に
な
っ
て
お
り
、
地

域
ご
と
に
独
自
の
調
理
法
が
あ
る
。
復
活

祭
の
前
、
肉
屋
に
子
羊
の
肉
が
丸
ご
と
吊

る
さ
れ
は
じ
め
る
と
春
の
訪
れ
を
感
ず
る

と
い
う
ひ
と
も
少
な
く
な
い
。

　

現
在
、
イ
タ
リ
ア
の
ヒ
ツ
ジ
は
食
用
で

あ
っ
て
も
、
農
業
全
般
の
衰
退
・
不
振
と

と
も
に
頭
数
が
減
少
し
て
い
る
。
羊
飼
い

た
ち
も
高
齢
化
し
、
ヒ
ツ
ジ
の
牧
畜
自
体

が
危
機
に
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め

最
近
で
は
、
農
業
や
田

舎
生
活
を
体
験
す
る
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ア
グ

リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ブ
ー

ム
に
便
乗
し
て
、
羊
飼

い
と
一
緒
の
山
歩
き
体

験
や
チ
ー
ズ
作
り
体
験

な
ど
を
企
画
し
て
観
光

業
と
結
び
つ
け
た
り
、

伝
統
的
な
チ
ー
ズ
作
り

を
復
活
・
改
良
し
て
特

産
品
と
し
て
売
り
出
し
た
り
す
る
工
夫
も

な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。

　

牧
畜
業
の
衰
退
・
消
滅
は
、
牧
草
地
の

放
置
に
よ
る
生
態
系
・
環
境
全
体
へ
の
悪

影
響
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
心
配
も
あ
る
。

　

今
は
ま
だ
、
意
外
と
大
都
市
の
近
く
で

も
目
に
す
る
ヒ
ツ
ジ
た
ち
の
群
れ
。
そ
の

光
景
の
消
滅
は
、
イ
タ
リ
ア
の
生
活
、
文

化
、
自
然
の
全
体
が
大
き
く
変
わ
る
予
兆

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

食 

卓
を
彩
る
羊
乳
チ
ー
ズ

ヒツジ 　

脊椎動物門哺乳綱ウシ目ウシ科ヤギ
亜科ヒツジ属の動物。代表的な品種
であるメリノ種のように羊毛のために
飼育されることが多いが、肉や乳用も
ある。山岳地帯や砂漠など、さまざま
な環境に適応した固有種も多く、角の
付き方や色にも多様性が大きい。ヒツ
ジの家畜化には、群れて先導者に従
いやすく、危険を察知すると逃げると
いう性格を利用した。多くの場合は羊
飼いが牧羊犬を用いながら群れを動
かすという方法がとられている。

ヒ 

ツ
ジ
た
ち
に
忍
び
寄
る
危
機

ローマ

サルデーニャ島

イタリアフランス

ドイツ

スペイン

トレント

地中海

シチリア島

ナポリコルシカ島

村の共有地で放牧されるヒツ
ジ(サルデーニャ) 〈撮影・井
本恭子〉

山岳地でもエコツーリズムのため標識などが整備さ
れるようになった（サルデーニャ） 〈撮影・井本恭子〉

ローマ周辺の家庭料理であるニョッキ
（ジャガイモ入りパスタ）には、ペコリ
ーノ・チーズがかけられるのが定番

クリスマス、家々に飾られるプレセピオとよばれる人形セット。イエスが
誕生した馬小屋の様子を再現したものだが、ここでも羊飼いやヒツジは
必須だ

羊飼いによる子羊の解体。近くにい
る犬は、牧羊犬（ローマ近郊）

町の祭りで、特産のリコッタを振る舞う
羊飼いたち。大きな鍋で加熱されている
のがリコッタだ（ローマ近郊）

『
地 

中
海
世
界
』

　
　
　

 

の
家
畜
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「太陰暦」であるヒジュラ暦は、地球が太陽を回る周期とのズレを閏月
をもうけて補正しないことから、１年間は３５４日となり、グレゴリオ暦と
ずれることになる。ちなみに、西暦２０１０年は、１２月７日にヒジュラ暦
の１４３２年の新年を迎える。ところがイランでは、同じくヒジュラを元年
としながらも、３月２１日を元日とする太陽暦がおもに用いられている。
新しい年を迎える行事は春分の日の前後に賑やかにおこなわれる

ノウルーズ
イランの新年

　

中
東
諸
国
で
は
、
六
二
二
年
ヒ
ジ
ュ
ラ

（
ム
ハ
ン
マ
ド
の
メ
ッ
カ
か
ら
メ
デ
ィ
ナ

へ
の
移
住
）
を
紀
元
と
す
る
太
陰
暦
「
ヒ

ジ
ュ
ラ
暦
」
が
、
ム
ス
リ
ム
の
生
活
を
律

す
る
。
太
陰
暦
な
の
で
、
暦
は
太
陽
の
動

き
、
つ
ま
り
季
節
と
は
対
応
し
て
い
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
イ
ラ
ン
で
は
、
こ
の
ヒ
ジ

ュ
ラ
を
元
年
と
し
、
春
分
の
日
を
元
日
と

す
る
太
陽
暦
、「
太
陽
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
」
が

中
心
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
西
暦
の
三
月

二
一
日
に
あ
た
る
春
分
の
日
は
、
イ
ラ
ン

で
は
「
フ
ァ
ル
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
ー
ン
月
一

日
」
に
な
り
、
こ
の
元
日
の
こ
と
を
「
ノ

ウ
ル
ー
ズ
」（
新
し
い
日
）
と
よ
ぶ
。
イ

ラ
ン
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
国
で
は
あ
る
が
、

イ
ス
ラ
ー
ム
暦
の
新
年
よ
り
も
ノ
ウ
ル
ー

ズ
の
方
が
重
要
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
以

前
に
遡
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
さ
ま

ざ
ま
な
風
習
や
行
事
が
み
ら
れ
る
。

　　

ま
ず
ノ
ウ
ル
ー
ズ
の
二
週
間
ほ
ど
前
に

な
る
と
、
ハ
ッ
ジ
・
フ
ィ
ー
ル
ー
ズ
と
よ

ば
れ
る
、
赤
い
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
顔
を
黒

く
塗
っ
た
人
が
歌
い
踊
り
な
が
ら
町
を
練

り
歩
く
。
新
年
が
も
う
す
ぐ
そ
こ
に
き
て

い
る
こ
と
を
告
げ
る
こ
の
「
正
月
お
じ
さ

ん
」
が
登
場
す
る
と
、
人
び
と
は
年
末
の

大
掃
除
や
「
ハ
フ
ト
・
ス
ィ
ー
ン
」（
七

つ
の
S
）と
よ
ば
れ
る
お
飾
り
の
準
備
、

年
賀
カ
ー
ド
書
き
な
ど
で
大
忙
し
に
な
る
。

　

ハ
フ
ト
・
ス
ィ
ー
ン
の
お
飾
り
の
準
備

は
、
通
常
女
性
の
役
目
で
あ
る
。
頭
文
字

が
「
ス
ィ
ー
ン
」（
S
の
音
）
の
縁
起
物

を
七
つ
並
べ
る
の
で
あ
る
が
、
何
を
置
く

か
は
家
庭
に
よ
っ
て
微
妙
に
違
う
。
ス
ィ

ー
ブ
（
リ
ン
ゴ
）、
ス
ィ
ー
ル
（
ニ
ン
ニ

ク
）、
セ
ル
ケ
（
酢
）、
セ
ッ
ケ
（
コ
イ

ン
）、
サ
マ
ク
（
魚
）、
サ
ブ
ゼ
（
青
草
）

は
、
大
体
ど
こ
の
家
庭
で
も
は
ず
せ
な
い

ア
イ
テ
ム
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
サ
マ
ヌ
ー

（
ペ
ー
ス
ト
状
の
麦
芽
の
お
菓
子
）、
ソ
マ

ー
グ
（
薬
味
の
一
種
）、
セ
ン
ジ
ェ
ド

24

（
グ
ミ
の
実
）、
ソ
ン
ボ
ル
（
ヒ
ア
シ
ン
ス

の
花
）
な
ど
が
加
わ
る
。
ス
ィ
ー
ン
が
頭

文
字
で
は
な
い
鏡
、
ろ
う
そ
く
、
色
を
つ

け
た
卵
、
詩
集
や
ク
ル
ア
ー
ン
（
コ
ー
ラ

ン
）
な
ど
が
置
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
数

の
子
が
子
孫
繁
栄
、
黒
豆
が
魔
除
け
と
勤

勉
と
い
っ
た
よ
う
に
、
日
本
の
お
せ
ち
に

含
ま
れ
る
料
理
が
縁
起
物
で
あ
る
よ
う
に
、

ハ
フ
ト
・
ス
ィ
ー
ン
の
飾
り
物
の
ひ
と
つ

ひ
と
つ
に
も
意
味
が
あ
る
。

　

例
え
ば
青
草
は
、
大
麦
な
ど
の
種
を
盆

の
上
で
発
芽
さ
せ
た
も
の
で
、
生
命
の
再

生
を
象
徴
す
る
。金
魚
は
命
を
あ
ら
わ
す
。

こ
の
時
期
に
な
る
と
街
角
に
あ
ら
わ
れ
る

金
魚
屋
さ
ん
で
、
見
栄
え
の
い
い
赤
い
金

魚
を
選
ぶ
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
が
、

ク
リ
ス
マ
ス
前
に
生
の
モ
ミ
の
木
を
、
森

や
特
設
の
市
場
に
調
達
し
に
ゆ
く
の
と
ど

こ
か
似
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
金
魚
に

し
て
も
、
青
草
に
し
て
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
イ
ミ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
ま
っ
た
く
意
味

が
な
い
の
で
あ
る
。

　

年
末
最
後
の
水
曜
日
の
前
夜
に
は
、
焚

き
火
の
上
を
飛
び
越
え
て
無
病
息
災
を
願

う
「
チ
ャ
ハ
ー
ル
シ
ャ
ン
ベ
・
ス
ー
リ

ー
」（
赤
い
水
曜
日
）
が
あ
る
。
一
五
年

程
前
ノ
ウ
ル
ー
ズ
の
こ
ろ
に
イ
ス
フ
ァ
ハ

ー
ン
に
滞
在
し
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
チ

ャ
ハ
ー
ル
シ
ャ
ン
ベ
・
ス
ー
リ
ー
の
パ
ー

テ
ィ
ー
に
呼
ば
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
郊

外
の
知
り
合
い
の
知
り
合
い
の
家
と
い
う

と
こ
ろ
に
つ
く
と
、
公
の
場
で
は
隔
離
さ

れ
て
い
る
若
い
男
女
が
、
わ
き
あ
い
あ
い

と
一
緒
に
踊
っ
て
お
り
、
女
性
は
ヴ
ェ
ー

ル
を
し
て
い
な
い
。
裏
庭
で
は
焚
き
火
が

勢
い
よ
く
燃
え
て
い
る
。
そ
れ
も
ひ
と
つ

で
は
な
く
、
三
つ
も
四
つ
も
並
ん
で
い
る
。

　

男
た
ち
は
燃
え
盛
る
炎
の
真
上
を
豪
快

に
飛
び
、
調
子
に
の
っ
て
さ
ら
に
ガ
ソ
リ

ン
を
か
け
た
り
し
て
い
る
。
わ
た
し
は
怖

い
の
で
、
端
の
方
を
ち
ょ
ろ
っ
と
申
し
訳

程
度
に
飛
ん
だ
。
飛
ぶ
と
き
は
「
わ
た
し

縁
起
物
で
迎
え
る
お
正
月

の
黄
色
を
あ
な
た
へ
、
あ
な
た
の
赤
を
わ

た
し
に
」
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

黄
色
は
病
や
災
い
で
あ
り
、
赤
は
健
康
と

幸
運
を
象
徴
す
る
。
自
分
の
な
か
に
あ
る

悪
い
も
の
は
炎
に
託
し
、
火
を
も
っ
て
厄

を
浄
化
し
、
次
の
年
を
幸
せ
に
生
き
る
た

め
の
パ
ワ
ー
を
も
ら
う
、
と
い
う
儀
式
で

あ
る
。

　

今
は
合
法
化
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
が
、

当
時
は
こ
の
焚
き
火
が
「
イ
ス
ラ
ー
ム
的

で
な
い
」
と
い
う
理
由
で
禁
止
さ
れ
て
い

た
の
で
、
家
の
戸
口
と
通
り
の
角
に
は
、

取
締
り
が
来
な
い
か
見
張
っ
て
い
る
人
が

い
た
ら
し
い
。「
来
た
ぞ
！
」
と
い
う
誤

報
で
、
蜂
の
巣
を
つ
つ
い
た
よ
う
に
一
瞬

み
な
が
大
騒
ぎ
を
し
、
女
た
ち
が
慌
て
て

頭
に
ヴ
ェ
ー
ル
を
か
ぶ
っ
た
覚
え
が
あ
る
。

　　

一
連
の
新
年
行
事
の
締
め
く
く
り
は
、

ノ
ウ
ル
ー
ズ
一
三
日
目
、
家
族
や
友
人
と

連
れ
立
っ
て
公
園
や
郊
外
に
ピ
ク
ニ
ッ
ク

に
出
か
け
る
「
ス
ィ
ー
ズ
ダ
・
ベ
・
ダ

ル
」（
戸
外
の
一
三
）
で
あ
る
。
ハ
フ

ト
・
ス
ィ
ー
ン
に
飾
っ
て
あ
っ
た
青
草
は
、

こ
の
日
、
川
に
流
す
。
川
辺
の
草
の
上
で

人
び
と
は
食
事
を
し
、
歌
い
、
踊
り
、
詩

を
朗
詠
し
、
バ
ッ
ク
ギ
ャ
モ
ン
な
ど
を
楽

し
む
。
お
酒
は
ご
法
度
な
の
で
、
日
本
の

花
見
の
よ
う
に
公
衆
に
迷
惑
を
か
け
る
よ

っ
ぱ
ら
い
も
い
な
い
。
わ
た
し
が
ス
ィ
ー

ズ
ダ
・
ベ
・
ダ
ル
を
過
ご
し
た
イ
ス
フ
ァ

ハ
ー
ン
の
郊
外
、
ア
ー
モ
ン
ド
の
花
が
咲

き
ほ
こ
ろ
ぶ
谷
は
、
ま
さ
に
桃
源
郷
の
風

景
で
あ
っ
た
。

　　

民
博
で
は
三
月
二
〇
日
と
三
月
二
一
日
、

ノ
ウ
ル
ー
ズ
に
ま
つ
わ
る
イ
ラ
ン
の
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
を
す
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

の
際
に
ハ
フ
ト
・
ス
ィ
ー
ン
を
飾
れ
な
い

も
の
か
と
、
現
在
画
策
中
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
生
き
た
金
魚
と
青
草
を
使
っ
て
。

ま
た
、
ス
ィ
ー
ズ
ダ
・
ベ
・
ダ
ル
に
は
ち

ょ
っ
と
早
い
が
、
三
月
二
八
日
に
は
、
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
目
下
製
作
中
の
じ

ゅ
う
た
ん
を
仕
上
げ
、
そ
れ
を
も
っ
て
ピ

ク
ニ
ッ
ク
に
出
る
予
定
で
あ
る
。
じ
ゅ
う

た
ん
織
に
参
加
し
た
来
館
者
に
は
、
こ
の

ピ
ク
ニ
ッ
ク
参
加
券
を
差
し
上
げ
て
い
る

の
で
、
火
・
木
・
土
・
日
・
祝
日
に
ぜ
ひ

一
度
織
り
に
い
ら
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

桜
も
咲
き
始
め
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

イラン

イスファハーン

サウジアラビア

イエメン

オマーン

トルコ

イラク

トルクメニスタン

シリア

ヨルダン

紅海

カスピ海

地中海

アラビア海

民
博
で
ノ
ウ
ル
ー
ズ

ピ
ク
ニッ
ク
を
楽
し
む

「
戸
外
の
一
三
」

イスファハーン、イマーム広場に飾られたハフト・スィーン

山や
ま
な
か中 

由ゆ

り

こ
里
子

民
博 

民
族
文
化
研
究
部

専
門
は
比
較
文
学
比
較
文
化
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大

王
の
死
後
に
彼
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
言
説
が
、
古

代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
世
界
か
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
へ

ど
の
よ
う
に
伝
わ
り
、
展
開
し
た
か
を
研
究
し
て
い
る
。

著
書
に
『
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
変
相
―
古
代
か
ら
中
世

イ
ス
ラ
ー
ム
へ
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
九
年
）

無
病
息
災
を
願
う

「
赤
い
水
曜
日
」
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雨
季
の
あ
い
ま
の
透
き
通
っ
た
空
。

青
々
と
稲
が
茂
る
水
田
。

　

ラ
オ
ス
の
中
南
部
、
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト

県
の
低
地
農
村
部
で
わ
た
し
は
二
年
ほ
ど

調
査
を
し
て
い
た
。
空
の
青
と
水
田
の
緑

と
の
鮮
や
か
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、
深
く

印
象
に
残
る
ラ
オ
ス
の
風
景
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。

　

ラ
オ
ス
低
地
農
村
部
の
生
活
の
中
心
に

は
水
田
稲
作
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

水
田
稲
作
を
営
ん
で
い
る
。
こ
の
水
田
で

育
て
ら
れ
る
の
は
、
ウ
ル
チ
米
で
は
な
く
、

モ
チ
米
で
あ
る
。
こ
れ
が
彼
ら
の
主
食
と

な
る
。

　

ラ
オ
ス
は
、
雨
季
と
乾
季
と
が
は
っ
き

り
と
分
か
れ
る
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
気
候
に

属
す
る
。
山
地
で
は
焼
畑
耕
作
も
み
ら
れ

る
が
、
わ
た
し
が
調
査
を
し
て
い
た
低
地

農
村
部
で
は
、
雨
季
の
天
水
を
用
い
た
水

田
稲
作
が
一
般
的
で
あ
る
。

　

雨
季
の
訪
れ
る
五
月
前
後
か
ら
田
起
こ

し
や
苗
床
作
り
を
は
じ
め
、
雨
が
十
分
に

降
っ
て
田
ん
ぼ
に
水
が
た
ま
れ
ば
田
植
え

を
す
る
。
除
草
な
ど
を
し
な
が
ら
稲
の
成

長
を
見
守
り
、
一
一
月
頃
、
雨
季
が
終
わ

り
を
告
げ
る
と
実
り
の
季
節
を
迎
え
、
稲

刈
り
を
す
る
。
近
年
に
な
り
灌
漑
が
整
備

さ
れ
、
乾
季
で
も
稲
作
を
お
こ
な
う
こ
と

も
で
き
る
が
、
そ
れ
で
も
雨
季
の
天
水
を

利
用
し
た
稲
作
が
中
心
で
あ
る
。

　

水
田
は
、
主
食
と
な
る
モ
チ
米
を
育
て

る
重
要
な
場
所
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ

か
ら
得
ら
れ
る
の
は
米
だ
け
で
は
な
い
。

ラ
オ
ス
の
水
田
に
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
樹

木
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
果
実

が
な
り
、
木
の
上
に
は
鳥
が
巣
を
つ
く
り
、

そ
の
根
元
に
は
コ
オ
ロ
ギ
な
ど
の
昆
虫
が

棲
み
つ
く
。
畦
に
は
食
用
・
薬
用
の
さ
ま

ざ
ま
な
草
が
競
う
よ
う
に
生
い
茂
り
、
ヘ

ビ
や
ト
カ
ゲ
、
ネ
ズ
ミ
な
ど
が
棲
ん
で
い

る
。
水
を
張
っ
た
水
田
や
水
路
に
は
、
ナ

マ
ズ
や
ウ
ナ
ギ
な
ど
の
魚
、
カ
エ
ル
、
カ

ニ
、
水
棲
の
昆
虫
が
生
息
す
る
。

　

ラ
オ
ス
に
お
い
て
水
田
と
は
稲
作
だ
け

で
な
く
、漁
撈
を
は
じ
め
、草
木
や
果
実
の

採
集
、昆
虫
の
採
集
、野
鳥
な
ど
の
狩
猟

の
場
と
も
な
る
。
主
食
と
な
る
モ
チ
米
の

ほ
か
に
、漁
撈
や
狩
猟
採
集
を
通
じ
て
え

ら
れ
る
動
植
物
が
副
食
と
し
て
日
々
の
食

卓
を
彩
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
い
の
ち
が
育
ま

れ
、そ
れ
ら
が
日
々
の
糧
と
な
り
、人
び

と
の
い
の
ち
を
育
む
。
ラ
オ
ス
の
水
田
は
、

い
の
ち
の
豊
か
さ
を
湛た
た

え
る
場
所
な
の
だ
。

　

ラ
オ
ス
低
地
農
村
部
に
暮
ら
し
、
そ
の

水
田
の
豊
か
さ
に
感
銘
を
受
け
た
わ
た
し

は
、
そ
の
こ
と
を
誰
か
に
話
し
た
く
て

し
ょ
う
が
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、

村
の
男
衆
の
酒
盛
り
に
誘
わ
れ
た
。
チ
ャ

ン
ス
到
来
で
あ
る
。

　

ラ
オ
・
ラ
ー
オ
と
よ
ば
れ
る
モ
チ
米
の

焼
酎
を
飲
み
な
が
ら
、
ほ
ど
よ
く
酔
い
の

ま
わ
っ
た
わ
た
し
は
、
ラ
オ
ス
の
水
田
が

ど
れ
だ
け
豊
か
な
い
の
ち
を
育
み
、
そ
れ

が
ま
た
日
々
の
糧
に
な
っ
て
い
る
か
に
つ

い
て
話
し
た
。
周
り
の
男
衆
は
、
彼
ら
に

と
っ
て
は
当
た
り
前
で
あ
ろ
う
話
に
気
持

ち
よ
く
相
槌
を
打
っ
て
く
れ
る
。

「
そ
う
だ
そ
う
だ
、
俺
た
ち
は
そ
う
や
っ

て
生
き
て
い
る
ん
だ
！
」

　

気
分
よ
く
一
通
り
話
を
終
え
た
と
こ
ろ

で
、
一
人
の
男
が
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
、

含
み
を
も
た
せ
な
が
ら
こ
う
言
っ
た
。

「
も
う
ひ
と
つ
、
育
ん
で
い
る
『
い
の

ち
』
が
あ
る
ぞ
、
わ
か
る
か
イ
ワ
シ
ャ

（
岩
佐
）？
」

　

周
り
の
男
衆
は
「
ま
っ
て
ま
し
た
！
」

と
ば
か
り
に
盛
り
上
が
る
。
あ
れ
こ
れ
と

答
え
て
み
た
が
、「
違
う
」
と
一
蹴
さ
れ
る
。

見
当
も
つ
か
ず
考
え
込

ん
で
い
る
と
、
別
の
男

が
説
明
を
は
じ
め
た
。

　

ラ
オ
ス
低
地
農
村
部

で
は
一
般
的
に
、
新
婚

夫
婦
は
し
ば
ら
く
親
の

家
に
同
居
し
、
そ
の
後

新
居
を
建
て
て
独
立
す

る
と
い
う
手
続
き
を
ふ

む
。
同
居
す
る
の
は
妻

方
の
生
家
の
場
合
が
多

い
が
、
夫
方
の
生
家
と

な
る
こ
と
も
あ
る
。
い

ず
れ
に
せ
よ
子
ど
も
夫
婦
と
同
居
す
る
こ

と
に
な
っ
た
親
は
、
自
宅
に
彼
ら
の
寝
室

を
し
つ
ら
え
る
。
裕
福
な
家
で
あ
れ
ば
個

室
を
用
意
す
る
が
、
多
く
の
場
合
は
、
家

族
共
有
の
寝
室
の
一
画
を
板
や
布
な
ど
で

仕
切
る
だ
け
で
あ
る
。

　

新
郎
新
婦
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
少
々

困
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
、「
夜
の
営

み
」
に
差
し
支
え
が
あ
る
の
だ
。
も
ち
ろ

ん
寝
室
の
一
画
で
も
営
め
な
い
わ
け
で
は

な
い
が
、
や
は
り
家
族
の
目
（
耳
？
）
が

気
に
な
る
と
い
う
。
で
は
、
ど
う
す
る
の

か
。
こ
こ
で
登
場
す
る
の
が
、
水
田
の
近

く
に
建
て
ら
れ
た
作
業
小
屋
（
テ
ィ
ア

ン
・
ナ
ー
）
で
あ
る
。

　

多
く
の
世
帯
が
、
自
宅
か
ら
一
、
二
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
場
所
に
水
田
を

有
し
て
い
る
。
農
繁
期
に
は
、
農
作
業
を

リ
タ
イ
ア
し
た
年
配
の
者
や
学
校
に
通
う

子
ど
も
を
残
し
、
働
き
手
と
な
る
家
族
が

総
出
で
作
業
に
あ
た
る
。

毎
日
水
田
ま
で
通
う
の

は
た
い
へ
ん
な
の
で
、

水
田
の
近
く
に
作
業
小

屋
を
建
て
、
そ
こ
に
住

み
込
ん
で
農
作
業
を
す

る
。
だ
が
、
田
植
え
や

稲
刈
り
な
ど
の
人
手
が

必
要
な
時
期
以
外
は
、

そ
れ
ほ
ど
人
手
を
必
要

と
し
な
い
。
そ
の
た
め
、

家
族
の
中
心
的
な
働
き

手
以
外
の
者
は
、
必
要

岩い
わ
さ佐 

光み
つ
ひ
ろ広
　
　

民
博 

機
関
研
究
員

専
門
は
医
療
人
類
学
、
生
命
倫
理
学
。
高
齢
者
ケ
ア

や
終
末
期
ケ
ア
に
関
心
が
あ
る
。
ラ
オ
ス
で
の
調
査

を
継
続
し
つ
つ
、
現
在
は
日
本
に
定
住
す
る
ラ
オ
ス

難
民
の
調
査
も
進
め
て
い
る
。

「
い
の
ち
」が
育
ま
れ
る
場
所

ラ
オ
ス
低
地
農
村
部
の
水
田
。

人
び
と
の
主
食
で
あ
る
モ
チ
米
を
育
て
、そ
こ
に
育
つ
動
植
物
が
日
々
の
食
卓
を
彩
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
い
の
ち
が
育
ま
れ
、そ
れ
ら
が
糧
と
な
り
人
び
と
の
い
の
ち
を
育
む
。

だ
が
、も
う
ひ
と
つ
育
ま
れ
る「
い
の
ち
」が
あ
る
と
い
う

フィールドで
考える

に
応
じ
て
自
宅
か
ら
水
田
に
通
う
。
家
族

で
一
番
の
働
き
手
は
誰
か
と
い
え
ば
、
世

代
で
い
え
ば
二
〇
代
か
ら
三
〇
代
で
あ
る
。

そ
う
、
作
業
小
屋
に
残
る
者
と
し
て
若
い

夫
婦
は
ぴ
っ
た
り
な
の
だ
。

　

こ
こ
ま
で
一
気
に
話
し
終
え
、
男
は
話

を
止
め
た
。
男
衆
は
意
味
あ
り
げ
な
顔
で

わ
た
し
を
見
な
が
ら
、
笑
い
だ
し
た
。
し

ば
ら
く
し
て
、
わ
た
し
も
思
わ
ず
笑
い
だ

し
て
し
ま
っ
た
。
な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
、

そ
う
い
う
こ
と
か
。
雨
季
の
作
業
小
屋
は
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時
間
と
場
所
を
確
保
す

る
の
に
も
っ
て
こ
い
と
い
う
こ
と
か
。
稲

を
育
て
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
動

植
物
が
育
つ
だ
け
で
も
な
く
、
人
の
生
命

が
育
ま
れ
る
場
所
で
も
あ
る
の
だ
。

　

ラ
オ
ス
の
水
田
は
、
わ
た
し
が
思
っ
て

い
た
以
上
に
、
い
の
ち
の
豊
か
さ
を
湛
え

た
場
所
で
あ
っ
た
。

カンボジア

ラオス

ベトナム

中 国

ミャンマー
（ビルマ）

低地農村部

タ イ

サワンナケート県

ラ
オ
ス
低
地
農
村
部
の
水
田

水
田
で
育
ま
れ
る

も
う
ひ
と
つ
の「
い
の
ち
」

乾季の水田でカエルをとる子どもたち。乾季の水田でも狩猟
や採集活動がおこなわれる

結婚式の風景。家族や親族を中心に多くの人びとが祝福に訪れる

田植えをする若い夫婦

ラオス低地農村部の水田。田んぼのあいまに樹木が立っている
作業小屋、ティアン・ナー
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辻　信一

交通案内
●大阪モノレール「万博記念公園駅」･「公園東口駅」下車、徒歩約15分
●阪急茨木市駅･ＪＲ茨木駅･北大阪急行千里中央駅からバスで「日本庭園前」下車、徒歩

約15分（茨木方面からは、もっとも近い「自然文化園･日本庭園中央」バス停で下車でき
るバスが1時間に1本程度あります。詳しくは阪急バスにお問い合わせください）。

●自家用車は、公園内の ｢日本庭園前駐車場｣（有料）から徒歩約5分。「日本庭園前ゲート」
横にある民博専用通行口をお通りください。

●タクシーは、万博記念公園 ｢日本庭園前駐車場｣ まで乗り入れできます。

       みんぱくホームページ

http://www.minpaku.ac.jp/

編集後記

　今からちょうど40年前の3月14日、千里丘陵で大
阪万博が開幕した。その40周年を記念し、当時の
パビリオンホステスのユニフォームが復元される
という。リニューアルされる鉄鋼館も「EXPO’70
パビリオン」としてよみがえり、厳選された20着の
ユニフォームもそこでお披露目される。複製にあ
たってもっともモノをいったのは保存されていた
実物資料である。もちろん当時の解説資料や写真
なども参考になったし、デザイナーのコシノジュン
コさんなども確認作業に立ち会っている。このよ
うに資料の保存と技術伝承者の存在はミュージア
ムにとってかけがえのない価値をもっている。
　他方、世界中から収集された大阪万博の民族
資料はそのほとんどが民博に移管され、ひとつの
まとまったコレクションとして保存されている。展
示場にも多数活用されているが、それを上まわる
コレクションが本号で特集したアチック・ミュー
ゼアム以来の標本資料である。このふたつのコレ
クションのおかげで、民博は創設のレゾンデート
ル（存在価値）を確保したといっても過言ではな
い。（中牧弘允）
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●予定時間　14 時 30 分から15 時 30 分（予定）。
●常設展示場観覧料が必要です。
＊都合により、予定を変更することもあります。

みんぱくウィークエンド・サロン研究者と話そう

国立民族学博物館（みんぱく）の研究者が、来館された皆様の
前に登場します！
「研究について」「調査している地域（国）の最新情報」「展示
資料について」などなど、話題や内容は千差万別！
どんどん質問もおよせください。展示場でお待ちしています。

3月の開催

3月7日（日）
話者：笹原亮二（民族文化研究部准教授）
話題：オニはオニ？─奥三河の花まつりを巡って─
場所：常設展示場内

3月21日（日）
話者：出口正之（文化資源研究センター教授）
話題：民博とボランティア
場所：展示場内休憩所

3月28日（日）
話者：佐々木利和（先端人類科学研究部教授）

話題：チセのはなし
場所：アイヌの文化展示

特典◆常設展の無料入館◆特別展の観覧料割引
　　　◆みんぱくミュージアム・ショップとレストランの10％割引

　　　◆万博記念公園内および周辺施設での利用割引　など。
詳細については、財団法人千里文化財団までお問い合わせください。

（電話06－6877－8893／平日９：00～17：00）

１年間みんぱくに何度でも入館できる
「みんぱくフリーパス（3,000円）」をご利用ください。
常設展は何度でも無料で入館できます。他にも、みんぱくを楽しむための特典が
いっぱいです。

訂正とお詫び
『月刊みんぱく』2010年2月号22ページ「フィールドで考える」に掲載の地図に誤りがありました。
赤道を、実際よりも約556km（地図上では約５mm）北に表示しています。謹んでお詫びし訂正
いたします。
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